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こ
と
し
は

5
年
に

1
度
行
わ
れ

る
国
勢
調
査
の
実
施
年
で
す
。

国
勢
調
査
は
、
数
あ
る
統
計
調

査
の
う
ち
で
も
最
も
基
本
的
で
、

※世帯数は外国人世帯を除く
次義後ふ
男さ 4み谷
゜ん時゜全
日 ‘16平史
野母分成 <
2 .生 6
9千ま年＾

ん

8恵れ 3た
5子゜月に
-/さ父 1 .
ん・日ま
の邦午さ

大
規
模
な
調
査
で
す
。
全
人
口
、

全
世
帯
を
対
象
に
、

10月
1
日
⑭

を
調
査
日
と
し
て
行
い
ま
す
。

現
在
、
調
査
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
1
1
①
20歳
以
上
の
日

野
市
民
②
統
計
調
査
に
関
心
が

あ
り
、
責
任
を
持
っ
て
調
査
活
動

に
当
た
っ
て
い
た
だ
け
る
方

▽
業
務
内
容
1
1
①
説
明
会
へ
の
出

席

(
9月
上
旬
ー
中
旬
）
②
担

当
調
査
区
へ
の
調
査
票
の
配
布
と

回
収

(
9月
下
旬
1
1
0月
上
旬
）

③
調
査
票
の
点
検
と
整
理
・
提
出

(10月
中
旬
）

▽
担
当
調
査
区
1
1

調
査
貝
一
人
当

た
り

2
調
査
区

(
1調
査
区
は
50

ー
70世
帯
）

昨
年
11月
に
、
学
校
教
育
法
施
で
き
る
子
供
の
育
成
を
目
据
し
て
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

行
規
則
が
一
部
改
正
さ
れ
、
全
国
て
、
様
々
な
場
面
や
状
況
の
中
で
等
の
能
力
と
共
に
、
豊
か
な
感

の
公
立
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
何
か
課
題
を
見
つ
け
た
り
、
経
験
性
や
社
会
性
等
が
身
に
付
く
よ
う

学
校
並
び
に
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、
な
ど
を
生
か
し
て
、
そ
の
解
決
や
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

養
護
学
校
及
び
幼
稚
園
で
、
こ
と

実
現
の
仕
方
を
考
え
た
り
、
判
断

学
校
、
家
庭
及
び
地
域
社
会
で

し
4
月
か
ら
毎
月
第
2
土
曜
日
及

し
た
り
す
る
力
が
身
に
つ
け
ら
れ
の
子
供
の
生
活
全
体
を
見
直
し
、

ぴ
第
4
土
曜
日
を
休
業
日
と
す
る
る
よ
う
、
校
内
の
研
修
等
を
通
し
ゅ
と
り
あ
る
生
活
の
中
で
、
個
性

学
校
週

5
日
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
て
指
導
内
容
や
指
導
方
法
の
工
夫
を
生
か
し
な
が
ら
自
分
の
よ
さ
を

学
校
週

5
日
制
は
、
学
校
、
家
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
発
揮
し
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
生

庭
及
び
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
家
庭
、
地
域
社
会
で
も
、
教
育
活
が
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

て
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
機
能
を
発
揮

の
場
と
し
て
と
ら
え
、

子
供
た
ち

望
ま
れ
ま
す
。

す
る
中
で
、
子
供
の
生
活
に
ゆ
と
が
自
然
体
験
や
社
会
体
験
を
通
し
（
教
育
委
員
会
指
導
室
）

り
を
持
た
せ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
]

子
供
が
自
分
で
考
え
、
主
体
的
に

判

断

し

、

行

動

で

き

る

資

質

や

能

成

度

[

力

を

身

に

つ

け

る

よ

う

に

し

よ

う

年

と
す
る
も
の
で
す
。

平

ー

ガ

ソ

リ

ン

券

月
1
回
の
学
校
週

5
日
制
が
実

施
さ
れ
て
か
ら
2
年
が
過
ぎ
ま
し
唖
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
ク
シ
ー
に
も
使
え
ま
す
。

た
が
、
土
曜
休
業
日
に
は
、
自
由
心
身
障
害
者
（
児
）
の
方
に
、
▽
対
象
1
1
身
体
障
害
者
手
帳

l
i

に
過
こ
し
た
り
、
家
族
と
共
に
平
成
7
年
度
分

(
4月
ー
平
成

8

3
級
ま
た
は
愛
の
手
帳

1
i
3度

過
こ
し
た
り
、
友
達
と
遊
ん
だ
り
、
年
3
月
）
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
を
お
持
ち
の
方

地
域
の
行
事
に
参
加
し
た
り
す
る
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。
こ
の
利
用
▽
手
続
方
法
1
1
既
に
利
用
し
て
い

な
ど
、

子
供
た
ち
の
望
ま
し
い
人

券
は
心
身
障
害
者
（
児
）

の
方
が
、
る
方
は
利
用
者
証
、
新
た
に
利
用

問
形
成
を
図
る
う
え
で
好
ま
し
い
市
と
協
定
を
結
ん
だ
タ
ク
シ
ー
を
し
た
い
方
は
各
手
帳
と
印
鑑
を
持

様
子
が
伺
え
ま
す
。

利
用
す
る
と
き
、
そ
の
基
本
料
金
参
し
て
、
市
役
所

2
階
社
会
福
祉

月
2
回
の
学
校
週

5
日

制

で

も

を

助

成

す

る

も

の

で

す

。

課

ヘ

学
校
は
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
利
用
券
は
、
月

6
枚
（
施
設
入
唖
ガ
ソ
リ
ン
券

て
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
所
者
は
月
4
枚
）
で
、
車
い
す
夕
心
身
障
害
者
（
児
）
の
方
に
、
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＇
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多
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ク

多

多

多

多

多

ク

ー
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▽
申
込
み
1
1
3
月
31日
⑤
ま
で
に

日

m

刷
叫
蘊
ぃ
〗
〗
口
ぃ
｀

□[
日

1
-
[
[
[〗8〗
`
[
〗
詞

0
[
〗

▽
募
集
人
数
11800
人

▽

問

合

せ

先

11
企
画
課
C
内
線
418
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東
京
都
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ

ー
ム
事
業
の
受
付
窓
口
が
、

4
月

か
ら
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
、
都
内
市

町
村
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

と
20歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、
宿
泊
施
設
と
遊
園
地
等
を
休

蓑
ホ
ー
ム
と
し
て
脂
定
し
、
施
設

使
用
料
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
新
し
い
受
付
窓
口
1
1
園
東
京
都

母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会
(
〒
104中

央
区
銀
座

4
の
3
の
7
銀
座
華
菱

ビ
ル
3
階

6
0
3
.
3
5
6
7
.
7

4周枷ら璽4土畷且も僻贔に

東京都ひとり親家庭

休養ホーム

4月から受付窓口

が変わります

老
人
保
健
法
の
改
正
に
よ
り
、

老
人
保
隅
医
療
（
略
称
マ
ル
ロ
ウ

鬱
及
び
老
人
医
療
費
助
成
制
度

（
略
称
マ
ル
フ
ク
⑱
）
の
一
部
負

担
金
が
、

4
月
1
日
出
か
ら
次
の

と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

▽
通
院
11
月
こ
と
に
千
10円
（
各

選択制

平
成

7
年
度
分

(
4月
ー
平
成

8

年
3
月
）
の
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
を

お
渡
し
し
ま
す
。
こ
の
ガ
ソ
リ
ン

券
は
、
前
記
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
」

と
の
選
択
制
で
、
市
と
協
定
を
結

ん
だ
市
内
の
給
油
所
で
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
1
1
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
と
同

襟
。
た
だ
し
自
動
車
税
、
自
動
車

取
得
税
、
醗
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
て
い
る
方

（施
設
入
所
者
を

除
く
）
▽
手
続
方
法
11
既
に
利
用
し
て
い

る
方
は
利
用
者
証
、
新
た
に
利
用

し
た
い
方
は
各
手
帳
と
印
鑑
、
車

検
証
（
写
し
可
）
を
持
参
し
て
市

役
所
2
階
社
会
福
祉
課
ヘ

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
交
付
日
1
1

3
月
22日
因
か
ら
▽
問
合
せ
先
II

社
会
福
祉
課
6
内
線
229

2
3
7／
フ
ァ
ッ
ク
ス

0
3
.
3
5

6
1
.
6
8
9
7
)
 

※
現
行
は
、
市
役
所
社
会
福
祉
課

▽
申
込
み
11
平
成

7
年
度
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト

(
3月
20日
回
以
降
、

市
役
所
2
階
社
会
福
祉
課
で
配
布
）

の
「
対
象
世
帯
登
録
票
、
利
用
券

交
付
依
頼
書
」
に
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
ひ
と
り
親
と
判
断
で

き
る
書
類
（
住
民
票
ま
た
は
児
童

扶
養
手
当
証
書
等
の
写
し
）
と
一

緒
に
新
し
い
窓
ロ
へ
※
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
平
成
7
年
度
中
で
あ
れ
ば
、

日
野
市
観
光
協
会
主
催

「第
28

回
伸
び
ゆ
く
日
野
市
写
真
コ
ン
ク

,
 .. ,••1 

.. 
1
 .. 
,
 

．．．
 

2
回
目
以
降
は
電
話
で
申
し
込
み

が
で
き
ま
す

▽
問
合
せ
先
1
1
社
会
福
祉
課
6
内

線

223外
国
人
登
録
の
「
世
帯
主
と
の
続
柄
」

~
…
…
…
…
…
…
記
載
が
一
部
改
正
・
・
:
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

..
~

全
国
市
区
町
村
は
法
務
省
か
ら

等
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

の
通
知
に
よ
り
、
外
国
人
登
録
に
嫡
出
子
‘

養
子
、
非
嫡
出
子
等
の

つ
い
て
面
世
帯
主
と
の
続
柄
」
の
別
に
よ
る
続
柄
の
表
示
を
改
め
、

記
載
を
、

3
月
20日
回
か
ら
一
部
一
律
に
「
子
」
と
し
て
表
示
す
る
も

改

正

し

ま

す

。

の

で

す

。

こ
れ
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
▽
問
合
せ
先
11
市
民
課
6
内
線
106

伸びゆ<B野市写真コンクール

作品展示

30日まで

市役所で

ー
ル
」
の
入
賞
作
品
を
、
次
の
と

お
り
展
示
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
四
季
折
々
の
自
然
や
行

事
、
風
景
な
ど
を
題
材
と
し
た
カ

作
を
、
ぜ
ひ
こ
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
1
1
3
月
30日
困
ま
で

▽
会
場
1
1
市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー

レ）
 

▽
展
示
作
品1
1
推
煎
•
特
選
・
入

選
・
佳
作
•
特
別
賞
の
各
作
品

▽
問
合
せ
先
1
1
日
野
市
観
光
協
会

6
市
役
所
内
線
204

◄
池
口
保
さ
ん
の
作
品
（
市長
賞
）

唖
提
供
す
る
情
報
内
容

①
住
民
票

・
戸
籍
謄
本

・
抄
本
の

郵
送
請
求

②
転
入

・
転
出
等
の
届
け
出

③
印
鑑
登
録
・
証
明
書

④
こ
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
関
係

テ

レ

ホ

ン

ひ

の

ガ

イ

ド

電
話
で
聞
け
る

市

政

情

報

⑤
市
民
相
談
案
内

⑥
公
共
施
設
案
内

⑦
休
日
診
療
医

・
救
急
病

院
宿
日
直
案
内

⑧
催
し
物
案
内

唖
利
用
時
間

▽
月
曜
ー
土
曜
日
午
前
9

時
ー
午
後

8
時
／
日
曜

日
、
祝
日
午
前

9
時
1
午

後
5
時
（
年
末
年
始
を
除

く
）
※
通
話
料
は
無
料
で
す
（
広
報
課
）

合01 2 0 -0 4 2 5 8 6 

月
の
最
初
の
診
療
日
に
お
支
払
い

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
）
※

パ
い
嗜
:
町

□

r
ー
ー
ー
~
が
変
わ
り
ま
す

改
正
前
は
千
円

な
お
、
入
院
の
場
合
は
、
現
行

ど
お
り
1
日
に
つ
き
700円、

食
事

代

600円
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
老
人
福
祉
課
C
内

線

233
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付
窓
口

(f
t
9
1
.
7
7
1
2
)
③
多
摩
平
支

g

――
 一
一
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

所

(6
8
1
.
5
2
0
1
)

――

―
―
市
民
の
皆
さ
ん
の
こ
支
援
・
ご
協

▽

問
合
せ
先
1
1
社
会
福
祉
課
6
内

線

＝

2

3

-

―
 

2
 

血
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

l

一
▽
設
置
場
所
11
①
市
役
所

2
階

社

会

一

u
"＂
珪
~
3
1
1
且
~
"
“
"
"
一
珪
~
t
"
"
~
巽

~
i
1
1
珪
-
-
8
1
1
珪
[
[
“
"
"
珪
i
-
h
1
1
5

荏

[
1
1
5
日
~
~
1
1
日
琵
"
"
"
”
”
且

`
I
i
[
E
t
1
1
月
5
1
1
月
t
1
1
月
”
"
"
-
目
h
1
1
”
琵
h
1
1
月
3
1
1
月
~
i
"
＂
昔
迂
"
"
3
月
1
1
5
月
ヨ

~
~
 ――

 

4
.
5

面
…
4

月
は
春
の緑
化
月
間

~
~

i
~
6

面
・
・
・
市
民

交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
、
婦
血
i

―
―
今
号
の
主
な
内
容

＝
 
―-2
面
・
・
東
京
都
知
事
選
挙
投
票
日
は
人
週
間
記
念
映
画
会

l
-

4
月
9
日

7
面
…
こ
と
ぶ
き
大
学
受
講
生
募
集
＝

~
~
 ―

―

―

―

 

3
面
…
保
健
・

医
療
の
ペ
ー
ジ

8
面
：
・
み
ん
な
の
メ
モ
帳

~
~
 

;
丑

~
~
~
i
I
I
且

i
i
1
1
月
註
＂
＂
昔
i
"
”
”
目
＂
＂
目
~
註
＂
＂
目
~
i
h
1
1
~五
五
1
1
1
3
[
i
1
1
月
~
~
1
1
”
且

"
E

広報ひのは、古紙を利用した再生紙を使用しています



， 7― 

1995年（平成7年） 3月15日
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市役所
代表電話雪85-1111

一
票
は
明
る
い
未
来
の
サ
ポ
ー
タ
ー
類
楽
噛
栞
栄
楽

還
挙
〗

盤
栄
泄
栄
楽
楽
姦
穎
栄
尿
栄
穎
我
栄
栽
咲
栄
森
楽

罰
思
器
昧

一
稟
京
都
尋
知
事
-

迦
拇
涅
鳴
掛
咀
歯
哨
就
為
嗅
碑
晋
欝
阻
翌
切
睾
；
‘
た
3
‘
i
i
3ヽ
43;A

投
票
日
は
4
月
9
日
(
3月
23
日
告
示
）

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
突
さ
ん
な
ど
の

第
3
号
被
保
険
者
の
届
け
出
に
つ

い
て
特
例
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
る
方
（
第

2
号
被
保

険
者
）
に
扶
蓑
さ
れ
る
配
偶
者
と

な
っ
た
時
は
、
国
民
年
金
加
入
の

第
3
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
第

3
号
被
保
険
者
に
該

当
し
た
時
か
ら
届
け
出
が
2
年
以

上
遅
れ
る
と
、
そ
れ
以
前
の
期
間

は
、
第

3
号
被
保
険
者
と
し
て
の

保
険
料
納
付
済
み
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、
過
去
に
届

け
出
が
な
か
っ
た
第

3
号
被
保
険

者
期
間
に
つ
い
て
、
特
例
届
出
期

間
中
（
平
成

7
年
4
月
1
平
成

9
年
3
月
）
に
届
け
出
れ
ば
、
直
前

の
2
年
間
に
限
ら
ず
昭
和
61
年
4

月
以
降
の
第

3
号
被
保
険
者
未
届

期
間
が
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
上
▽
問
合
せ
先

11保
険
年
金

年
金
受
給
権
を
確
保
す
る
た
め
、
課
ff
内
線
147

昭
和

30年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

春
季
戦
没
者
慰
霊
祭
を
3
月

22
日
困
に
行
い
ま
す
。
遠
族
会

会
異
、

一
般
遺
族
の
方
の
出
席

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
会
場
に
は
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
甲
で
の
こ

来
場
は
こ
遠
慮
く
だ
さ
い
。

春
季
戦
没
者
慰
霊
祭
ー一

|
1
3
月
2
2
日
に
矢
の
山
公
園
で

▽
日
時

11
3
月
22
日
困
午
前
10

※
服
装
は
、
平
服
で
お
出
掛
け

時

か

ら

※

甲

天

実

施

く

だ

さ

い

。

▽
会
場

11市
立
矢
の
山
公
園
内
▽
問
合
せ
先
11
社
会
福
祉
課
C

日
野
市
慰
霊
塔
前

内

線

224

あ
れ
ば
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
は
、
郵
便
投
票
が
で
き
ま
す
。

す
。
ま
た
、
旅
行
先
な
ど
の
住
所
な
お
、
郵
便
投
票
を
行
う
に
は
、

を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
こ
承
知
く
「
郵
便
投
票
証
明
書」

が
必
要
で

だ
さ
い
。

す
。
ま
だ
交
付
を
受
け
て
い
な
い

な
お
、
次
の
よ
う
な
不
在
者
投
方
は
、
交
付
甲
請
璽
に
自
蓋
し、

票
も
あ
り
ま
す
。
手
続
き
な
ど
詳
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。
者
手
帳
を
添
え
て
、
投
票
日
の
10

0
滞
在
先
で
投
票
す
る
不
在
者
投
日
前
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員
会
事

今

回

の

東

京

都

知

事

選

挙

は

次

に

転

入

し

た

方

で

も

、

そ

れ

ま

で

は

、

投

票

日

当

日

、

投

票

所

の

受

票

務

所

へ

申

請

し

て

く

だ

さ

い

（

申

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

都
内
に
住
ん
で
い
て
、
そ
の
住
所
付
係
へ
申
し
出
て
再
発
行
を
受
け
業
務
に
従
事
中
、
ま
た
は
旅
行

請
は
代
理
人
で
も
可
）
。

な
お
、
任
期
満
了
は
4
月
22日
地

の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
て
か
ら
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

中

な
ど
に
よ
り
滞
在
先
の
選
挙
管

ま
た
、
身
体
に
障
害
が
あ
る
方

山

で

す

。

い

た

方

は

、

日

野

市

で

発

行

す

る

理

委

員

会

で

す

る

不

在

者

投

票

な

ど

の

た

め

に

代

理

投

票

、

自

の

「

選

挙

用

証

明

書

」

を

持

参

す

れ

不

在

者

投

票

〇

指

定

施

設

で

の

不

在

者

投

票

不

自

由

な

方

の

た

め

に

点

字

投
票

ば
、
前
住
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
日
当
日
、
次
の
よ
う
な
理
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
貴
会
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

投

票

で

き

る

方

投

票

す

る

た

め

に

は

、

選

挙

人

由

で

投

票

所

に

来

る

こ

と

が

で

き

が

相

定

す

る

病

院

等

に

入

院

（

園

）

問

い

合

わ

せ

を

。

な
い
方
は
、
前
も
っ
て
不
在
者
投
中
の
方
が
施
設
内
で
す
る
不
在
者

市

内

転

居

し

た

方

は

投

票

所

は

24
カ

所

に

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
以
前
に
日
野
市
で

3
月
6
日
ま
で
に
市
内
転
居
し
、

票
が
で
き
ま
す
。

投
票

投
栗
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
住
転
居
届
を
出
し
た
方
は
新
し
い
庄

①
投
票
区
の
区
域
外
で
仕
事
を

今
回
か
ら
投
票
所
が
別
表
の
よ

う
に

24カ
所
に
な
り
ま
し
た
。

郵

便

に

よ

る

投

票

所
な
ど
の
異
動
が
無
い
限
り
そ
の
所
地
の
投
票
所
で
、
ま
た

3
月

7
す
る
予
定
の
方

②
や
む
を
得
な

ま
ま
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
以
降
に
転
居
届
を
出
し
た
方
は
い
用
務
や
事
故
の
た
め
日
野
市
外
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
有
権
者
の
増
加
に
伴
い
23投
票

今
回
の
選
挙
で
新
た
に
日
野
市
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
に
滞
在
中
か
旅
行
中
の
方
③
病
投
票
所
で
の
投
票
か
困
難
な
方
区
（
日
野
第
七
小
学
校
）
を
2
分
割

の
選
挙
人
名
病
に
登
録
さ
れ
る
方
て
く
だ
さ
い
。

気

な

ど

の

た

め

歩

行

が

困

難

な

方

し

、

24投
票
区
（
大
坂
上
中
学
校
）

は、

①
昭
和
50年
4
月
10
日

ま

で

▽

不

在

者

投

票

期

間

1
1
3月
23日
刷

を

新

設

し

ま

し

た

。

大

坂

上

と

多

レ
タ

階

摩

平
七
丁
目
に
お
住
い
の
方
は、

段

困

1
4
月
8
日
出

入

場

券

は

郵

送

で

に
生
ま
れ
た
方
で

②
平
成

6
年

所

大
坂
上
中
学
校
に
投
票
所
が
変
わ

役

12月
22
日
ま
で
に
日
野
市
に
転
入
投
禁
所
入
埠
券
は、

3
月
30日
▽

時

間

11
午
前

8
時
30分
ー

午

後

ぽ

届
を
出
し
、
住
民
埜
本
台
帳
に
登

困

ご
ろ
ま
で
に
郵
送
で
お
届
け
し

5
時
※
土
曜

・
日
暉

日

も

同

じ

；

委

員

会

m

り
ま
し
た
。
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

刊
に
折
り
込
み
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事

所

新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
方
は
、

選

公

報

は

新

聞

折

り

込

み

録
さ
れ
、
投
票
日
ま
で
引
き
続
き
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
お
手
元
▽
場
所
11
市
役
所

5
階
502会
議
室

票

一

管

投

市

役
所
、
支
所
、
地
区
セ
ン
タ
ー
、

者

竹
野
市
に
住
ん
で
い
る
方
で
す
。
に
届
か
な
い
場
合
は
、
選
挙
管
理
（
別
図
参
照
）

委
員
会
事
務
犀
へ
問
い
合
わ
せ
て
▽
持
参
す
る
も
の

11
印

鑑

、

投

票

選

挙

公

報

は

4
月
1
日
山
の
日

J

R
・
私
鉄
各
駅
、
公
共
機
関
な
ど

在

都

内
／ 転

居

し

た

方

は

V
だ
さ
い
。

所
入
堀
券

（届

い

て

い

る

誓

）

不

賃

刊

6
紙

（朝
日
、
読
売
、
毎
日
、

（別
表
参
照
）
に
選
挙
公
報
を
備
え

昨
年
の
12月
23日
以
降
日
野
市
万
一
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
※
入
場
券
が
な
く
て
も
、
印
鑑
が

エ
レ
ヘ
ー
タ

ー

束

宗

、
産
経
、
日
本
経
済
）
の
朝
て
お
き
ま
す
。
こ
利
用
く
だ
さ
い
。
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お
返
し
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）
。

国
民
健
康
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

れ
た
方
が
65歳
に
達
し
た
時
点
で
、

老

齢

基

礎

年

金

の

受

給

権

を

満

た

ま

た

、

親

元

を

離

れ

て

修

学

や

し
て
い
な
い
時
は
、

65歳
1
7
0
歳

国

民

健

康
保
険
被
保
険
者
証
、
い
か
ど
う
か
確
認
く
だ
さ
い
。

施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
被
保
険

の
間
で
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者
証
な
お
、
現
在
使
用
し
て
い
る
保
者
で
年
）
・
編
の
保
険
証
を
必
要

権
を
満
た
す
ま
で
特
例
と
し
て
任

（以
下
、
保
険
証
と
い
う
）が、

4
月
険
証
は
、

3
月
31日
面
で
有
効
期
と
す
る
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
の

意
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

1
日
山
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。
限
が
切
れ
ま
す
。
古
い
保
険
証
は
、
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

た
。

新
し
い
保
険
証
の
色
調
は
、
一
市
役
所

2
階
保
険
年
金
課
、
七
生
＼・
▽
問
合
せ
先
11
保
険
年
金
課
6
内

こ
の
特
例
は

4
月
か
ら
施
行
さ
般
被
保
険
者
用
が
空
色
、

退
職
被

・
多
摩
平
両
支
所
の
い
ず
れ
か
へ
線
141.142

れ
ま
す
。

保
険
者
用
が
サ
ー
モ
ン
色
で
す
。

3
月
末
日
ま
で
に
皆
さ
ん
の
お
手

元
へ
届
く
よ
う
に
郵
送
し
ま
す
。

保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
保
険

証
の
色
、
記
載
内
容
に
誤
り
が
な

70歳
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

▽
16
日
11確
定
申
告
受
付
式
（
日

野
税
務
署
で
日
野

・
多
摩

・
稲
城

の
三
市
長
）
に
出
席
、
市
長
相
談

日
（
市
民
ロ
ビ
ー
、

1
件
）
▽
17

日
11市
都
市
計
画
審
議
会
、
市
民

会
館
運
営
審
議
会
（
庁
内
会
議
室
）

を
主
宰
▽
18
日
11
市
民
自
治
学
園

修
了
式
（
庁
内
会
議
室
）
を
主
催

▽
20
日
1
1
+
―
市
・
四
市
収
益
事

業
組
合
理
事
会
、
三
多
摩
地
域
廃

棄
物
処
分
組
合
理
事
会
（
東
京
自

※
平
成

7
年
3
月
1
日
掴
定
。

猛
獣
等
脱
出
対
策
訓
練
を
次
の
と

な
お
、
公
共
下
水
道
使
用
切
菩
お
り
実
施
し
ま
す
。
近
隣
の
方
に

工
事
は
、
日
野
市
桁
定
下
水
道
工
は
こ
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

事
店
以
外
で
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
野
市
指
定
下
水
道
工
事
店
に
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽

日
時

1
1
3月
17日
命
午
後
1
時

次
の

2
社
が
加
わ
り
ま
し
た
。
▽
問
合
せ
先
11
下
水
道
普
及
課
C
3
0分
1
2時
15分
※
小
雨
実
施

屯

向

平

山

企

画

内

線
391

▽
会
場

11
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
セ
ン
タ

▽
所
在
地

11
平
山

5
の
19の
14

ー
前
広
場

▽
電
話
11
9
1
.
2
8
2
9

▽
脱
出
想
定
動
物
11
エ
ゾ
ヒ
グ
マ

※
平
成

6
年
11
月
1
日
指
定
。

1
頭
（
縫
い
ぐ
る
み
使
用
）

〶
向
ア
イ
工
業
日
野
支
店
▽
問
合
せ
先

1
1

同
公
園
庶
務
課

▽
所
在
地

11
川
辺
堀
之
内
578

(6
9
1
.
1
6
1
1
)

▽
電
話

1
1
8
2
.
4
0
9
1

H
野
市
指
定

下
水
道
工
事
店

2
社

を

追

加

都
立
多
摩
動
物
公
園
で
は
、
災

害
な
ど
の
緊
急
事
態
に
備
え
て
、

猛
獣
等
脱
出
対
策

訓

諌

を

実

施
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日野市選挙管理

委員会事務局
合 85-1111
内線551、552

日野北郵便局 ：ひらやま児童館
l 

中央公民館 ：百草園駅

日 野駅 ：南百草地区センター
I 

上田地区センター ' 
l 

I市立総合病院

日野郵便局
l 

； 多摩平3丁目地区センター
日野新町郵便局 ＇ ：西平山地区センター

日野台地区センター ！南平小学校

西ケ丘地区センター：七生支所
l 

吹上地区センター ：高幡不動駅
I 

多摩平支所 iみさわ保育固
豊 田駅 ：あらい保育固

＇ 中央図書館 ：湯沢福祉センター

＇ 新井地区センター：日野高幡台郵便局
I 

多摩動物公圏駅 ｝あさひがおか保育園
I 

程久保地区センター I 滝合地区セ ンタ ー
I 

南平駅 ：大坂西地区センター
I 

平山城址公園駅 ！市役所

投票所一覧表

治
会
館
）
に
出
席
▽
21日
11
十一

市
・
四
市
収
益
事
業
組
合
議
会

（
東
京
自
治
会
館
）
に
出
席
▽

22

日
11
日
野
市
地
域
保
健
協
議
会

（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室
）

に
出
席
▽

23
日
11
東
京
都
市
長
会

議
（
東
京
自
治
会
館
）
に
出
席
▽

24日
11震
災
対
応
職
員
参
集
訓
練

を
実
施
▽

27
日
11
鹿
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
答
甲
を
受
け
る
、
臨

時
庁
議
（
庁
内
会
議
室
）
▽
28
日

11
日
野
市
福
祉
事
業
団
理
事
会

（
庁
内
会
議
室
）
、
定
例
記
者
会
見

（防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
）

日野第四小学校

日野第一中学校

日野第一小学校

東光寺小学校

日野台地区センター

日野第三小学校

日野第二中学校

日野第二小学校

日野第八小学校

程久保小学校

七生中学校

平山小学校

三沢台小学校

日野第五小学校

日野第六小学校

旭が丘小学校

南平小学校

潤徳小学校

百草台小学校

日野第三中学校

日野第四中学校

滝合小学校

日野第七小学校

大坂上中学校

石田430

日野本町7-7-7

日野本町2-14-1

新町3-24-1

日野台4-17

日野台 2-I 

多摩平4-5-2

東豊田2-14-|

三沢200

程久保1-14-2

南平6-7-1

平山4-8-6

百草896-1

多摩平6-21

多摩平3-2l

旭が丘5-21-1

南乎4-18-1

高幡402

百草999

程久保650

旭が丘2-42

西平山2-3-1

神明 3- 2 

大坂上4-17-1
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0
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｀
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◇

4
月

3
日

S24
日
◇

囁

ー
冒
闘
の
課
税
台
帳
を
縦
覧
i

一
土
地
・

家
屋

・
償
却
資
産
を
会
議
室

｀
対
象
と
す
る
平
成

7
年
度
▽
縦
覧
で
き
る
人
11納
税
義
務
i

賣
雇
．
都
市
計
画
税
の
者
と
そ
の
同
居
の
親
族
、
納
税
i

｛
課
税
台
帳
を
、
次
の
と
お
り
縦
管
理
人
、
納
税
義
務
者
本
人
の
一

委
任
状
ま
た
は
代
理
人
選
任
届
i

一
覧
に
供
し
ま
す
。

を
有
す
る
代
理
人

ご
＞
縦
覧
日
時
11
4
月
3
日
⑪
＼

▽
問
合
せ
先
11資
産
税
課

C
内
0

午
後

-24日
固
午
前

8
時
30分
ー

-
5時
（
士
曜

・
日
曜
日
を
除
く
）
線
1211127

-

t

▽
縦
覧
会
場

11市
役
所

1
階
叩

e
二h
9

-
＿
＿
.
9

-―-
0

-
―-'

―
-．,

-
=0
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―
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-『-
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-
＿-
0

-
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—
-
1
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.
-
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―
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-
．

,

―
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―
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「
ヽ

•`
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-
-0

-ー
--9

-
-9
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9
;
｀

二
＿ヽ
｀

•＿
_-
9

i-
0

-
ー
-
0

―
-
＿
-
0

-
―
-¢

-
—ヽ
｀

—
＿
_
＿-

`

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。

地
震
、
火
災
。
い
ざ
と
い
う
時
0

ご
口
野
消
防
少
年
団

曲

団

員

を

券

集

の

た

め

に

酒

火
の
方
法
や
応
急
i

新
手
当
て
の
仕
方
を
、
子
供
の
う
。

一

日

野
消
防
少
年
団
で
は
、

ち
か
ら
楽
し
み
な
が
ら
身
に
つ
。

一
入
団
員
を
勢
集
し
て
い
ま
す
。

7
月
に
小
学

3
年
生
以
上
（
中
け
ま
し
ょ
う
。

;
3年
生
ま
で
）
に
な
る
方
で
▽
問
合
せ
先

11日
野
消
防
署
消
i

i

あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
入
団
で
き
防
少
年
団
担
当

(6
8
1
.
o
l
-

1
9
)
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ま
す
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ヽ
i

「
南
大
沢
フ
ェ
ス
テ
ィ

ゞ
レ
・
春
」
を
開
催

咄

ー
東
京
都
で
は
、
「南
大
沢
フ

ェ

線

南

大

訳

駅

前

）

ー

i

ス
テ
ィ
バ
ル
・
春
」
を
開
催
し
▽
内
容
11交
流
物
産
展
、
春
の
i

；

す

。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
餅
つ
き
大
会
、
日
本
の
凧
（
た
i

iせ
て
お
出
掛
け
く
だ
さ
い

。

こ
）
・
大
集
合
ほ
か
—

一
▽
日
時1
1
3月
2
5日
山
＼2
6日
▽

共
催
1
1
多
摩
ニ
ュー
タ
ウ
ン
—

ご

竿

前

10時
1
午
後

4
時

侶

分

開

発

セ

ン

タ

ー

一

i
(
2
5日
は
午
後
4
時
ま
で
）
▽
問
合
せ
先
11
南
大
沢
フ
ェ
ス

i

ご

会

場

11
マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス
プ
テ
ィ
バ
ル
事
務
屁

(
C
0
4
2
i

ご
ザ
及
び
周
辺
（
京
王
相
模
原

6
.
7
4
.
0
2
4
2
)

、
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―
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0
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―
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0
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年末年始を除く ） 

▲お母さんになってくれる？ （諏浪会）

還
躙
直
喝
コ
過

予
防
接
種
法
の
一
部
を
改
正
す
小
学
1
年
生
・
中
学
2
年
生
の
男

0
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
接
種
年

る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
女
、
平
成
7
年
度
は
小
学
2
年
生
齢
等
が
変
更
に

い、

4
月
1
日
出
以
降
か
ら
次
の
の
一
部
に
も
接
種
し
ま
す
。

第
1
期
初
回
接
種
を
従
来
の
4

こ
と
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
〇
伍
接
種
開
始
年
齢
が
引
き
下
げ
に
歳
児
か
ら
満

3
歳
に
、
追
加
接
種

＠
予
防
接
種
の
名
称
が
変
更
に
＝
一
種
混
合
は
従
来
の
満
1
歳

か

を

5
歳
児
か
ら
満
4
歳
で
接
種
す

別

表

参

照

。

ら

満

3
カ
月
に
、
麻
し
ん
は
満
1

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
従

g
風
し
ん
予
防
接
積
の
対
象
年
齢
歳
6
カ
月
か
ら
満
ー
歳
に
接
種
開
来
3
歳
1
1
5歳
の
年
齢
内
で
あ
れ

が

変

更

に

始

年

齢

を

引

き

下

げ

ま

す

。

は

何

回

で

も

接

種

で

き

ま

し

た

従
来
、
中
学
2
年
生
の
女
子
に
＠
対
象
年
齢
が
引
き
上
げ
に

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
満
ー
ポ
リ
オ
、
三
種
混
合
、
二
種
混

歳
の
男
女
に
接
種
し
ま
す
（
別
掲
合
、
麻
し
ん
の
対
象
年
齢
を
7
歳

記
事
参
照
）。

な
お
、
当
分
の
間
、

6
カ
月
未
満
に
引
き
上
げ
ま
す
。

が
、
第
1
期
、
第
2
期
、
第
3
期

で
対
象
年
齢
が
決
め
ら
れ
、
接
種

で
き
な
い
年
齢
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

接
種
回
数
は
規
定
の
回
数
の
み
と

な
り
ま
す
。

※
案
内
に
つ
い
て
は
、
接
種
時
期

に
な
り
ま
し
た
ら
、
各
予
防
接
種

こ
と
に
郵
送
、
ま
た
は
小
、
中
学

校
を
通
し
て
通
知
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
ー
健
康
課

(681.

4
1
1
1
)
 

風
し
ん

f
防
接
種

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
日
時
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

②
「
予
防

接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
（
配
布
済

み
）
を
必
ず
お
読
み
の
う
え
、
母

勁
物
た
ち
と
の
き
ず
な
を
よ
り
深
め
る
た
め
に

東
京
都
動
物
管
理
事
務
所
多
摩
東
支
所
を
訪
ね
て

無
料

最
寄
り
の
医
療
機
関
で

予
防
接
種
法
の
一
部
を
改
正
す
方
が
い
ま
す
の
で
、
こ
注
意
く
だ

る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
さ
い
。
ま
た
、
接
種
対
象
者
の
方
に

三
種
混
合
第
1

期
初
回
接
種
一
三
種
混
合
第
ー
期
い
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
次
の
は
こ
れ
か
ら
通
知
す
る
予
定
で
す

II

追
加
接
種

-

J

I

第
2
期

と

お

り

始

め

ま

す

。

が
、
通
知
が
届
か
な
い
方
は
予
診

二
種
混
合
第
—
期
初
回
接
種
―
二
種
混
合
第
ー
期
▽
実
施
期
間

1
1
4

月
1

日

山
か
ら
票
が
別
表
の
医
療
機
関
に
あ
り
ま

II

追
加
接
種
―

II

第
2
期

ー

年

中

す

の

で

直

接

お

出

掛

け

く

だ

さ

い

。

骨

を
丈
夫
に
す
る
た
め
に
は
食

二
種
混
合
第
2
期

一
ジ
フ
テ
リ
ア
第
3
期

▽

対

象

11
昭
和

62年
10月
2
日
ー
▽
実
施
場
所
11
別
表
の
医
療
機
関

事
、運
動
、
日
光
浴
等
に
よ
っ
て
カ

日
本
脳
炎
第
1

期
初
回
接
種
一
日
本
脳
炎
基
莞
免
疫
初
回
接
種
平
成
元
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
▽
受
付
時
間
11
各
医
療
機
関
の
診

ル
シ
ウ
ム
を
吸
収
す
る
必
要
が
あ

jj

追
加
接
種
―

II

追
加
接
種
で
接
種
当
日

7
歳
6
カ

月

未

満

の

療

時

間

り

ま

す

が

、

最

近

そ

の

カ

ル

シ

ウ

日
本
脳
炎
第
2
期

一

方

※

生

年

月

日

に

よ

っ

て

は

接

種

▽

注

意

11①
事
前
に
予
防
接
種
を
ム
不
足
等
に
よ
っ
て
骨
粗
し
ょ
う

一
日
本
脳
炎
追
加
接
種

機
会
が
4
月
1
日
出
の
み
と
な
る
受
け
る
医
療
機
関
に
連
絡
を
し
、
症
に
な
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

II

第

3
期

―-＝＝-=＝＝＝＝＝=＝-＝＝＝＝＝――――-＝-=＝-=＝＝＝＝＝＝＝＝-=＝＝-=＝-=＝＝＝＝＝＝-＝=＝＝＝＝=＝-＝＝-＝=--＝＝-＝＝＝=＝＝＝＝=＝-＝＝＝=＝-＝＝＝＝＝＝＝=＝==＝＝＝＝-=＝=-＝-=――-=＝-＝-＝＝＝＝＝=＝＝＝-=＝＝＝=＝＝=＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=-＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝=-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=―
―-＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝-
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：
胃．式．
．＂＂澪

，`

迎
え
る
に
当
た
っ
て
の
い
ろ
い
ろ
こ
の
日
は
4
匹
の
子
犬
が
新
し
し

:9.¥5
9
、.,
.

軋|
 

‘“
 

．．
 盛

胃ぇ沿＂＂

ヘ

ト

1
1
1

な
話
を
し
ま
す
。
獣
医
さ
ん
の
「
子
家
族
と
一
緒
に
帰
っ
て
い
き
ま
し

雫

｀9・

4.

5

瓦
鸞

1.

、t
門

t

,.な
ぶ
s

.
"
・
ダ
5
^

〗場

1
u

圃
悶
一
人

増
え
る
と
思
っ
て
く
だ
た
。
こ
皇
喜
、
多
い
時
に
は

〗
〗□セペ

~t
ん

．
〗
ぷ
尺
＼
＼
．
や

[
r
t
：
姿
・

・"|
1

＜
門
〗
[
[
二
[
[
〗
〗

-[.
心/" ]

3
[
/
e

. [

“
[
[
[
＂
二
汀
パ
汀
〗
闊
〗
〗

[
1日
←]

状

態

等

に

よ

っ

て

決

ま

は

「

ふ

れ

あ

い

の

広

場

」

で

す

。

後

は
、
お
年
寄
り
や
障
害
者
の
施
（
広
場
内
芝
生
の
植
え
替
え
で
入

る

の

で

、

不

定

期

に

実

現

在

8
匹
の
犬
が
こ
こ
の
ス
タ
ッ
設
も
訪
問
す
る
予
定
で
す
。
そ
れ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
そ
う
で
す
）。

施

）

。

犬

を

飼

う

こ

と

を

フ

。

近

隣

の

保

育

園

や

幼

稚

園

、

以

外

の

月

曜

日

1
金
曜
日
の
午
後
▽
所
在
地
11東
京
都
動
物
管
理
事

希

望

す

る

方

は

必

ず

、

小

学

校

へ

「

ふ

れ

あ

い

教

室

」

の

1
時
I
4時
は
、

子
供
た
ち
が
遊
務
所
多
摩
東
支
所
（
石
田

192の
33

1
時

問

ほ

ど

講

習

を

受

た

め

に

出

掛

け

た

り

し

ま

す

。

今

び

に

来

る

の

を

待

っ

て

い

ま

す

6
8
1
.
7
4
3
5
)

け
ま
す
。
獣
医
さ
ん
が

譲
渡
会
テ
キ
ス
ト
"

に
泊
っ
て
、
こ
れ
か
ら

子
犬
を
家
族
の
一
員
に

骨
粗
し
ょ
う
症
の
検
査
と
治
療

風しん予防接種医療機関一覧表

多摩平 1-8-3

多摩乎3-13-9

平山 6-5 -13 

旭が丘 2-3 -16 

多摩平 3-14-4 

84-1313 

86-1061 

東京多摩・・・・・・・・・・・・

:··…••いのちの電話

子
健
康
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
読
み
い
た
だ
い
て
い
な

い
湯
合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん

③

検
温
は
各
医
療
機
関
で
行
い
ま
す

骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と
、
身

長
や
背
中
の
縮
み
が
目
立
ち、

背

中
や
腰
が
曲
が
っ
た
り
、

腰
が
痛

み
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
閉
経
後
の
女
性
、
高
齢
者
、

や
せ
型
の
人
、

運
動
不
足
の
人
等

が
骨
粗
し
ょ
う
症
に
か
か
り
や
す

い
と
言
え
ま
す
。

市
立
総
合
病
院
で
は
、

4
月
か

ら
全
身
骨
密
度
測
定
装
置
を
導
入

し
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
検
査
・
治

療
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
病
院

(
6
8
1
.

2
6
7
7
)
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

様
々
な
理
由
か
ら
、
現
代
社
会

の
中
で
だ
れ
に
も
相
談
で
き
ず
に

悩
ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。
「
い
の

ち
の
電
話
」
は
、
こ
の
よ
う
な
人
々

と
電
話
で
話
す
こ
と
に
よ
り
、
再

び
生
き
る
勇
気
を
見
い
だ
し
て
い

か
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
期
限
1
1
3月
31日
⑤
ま
で

④
3
月
31日
ほ
以
前
に
受
け
ら
れ

ま
す
と
有
料
に
な
り
ま
す

▽
問
合
せ
先
11健
康
課

(6
8
1
.

4
l
l
l
-

※
所
定
の
研
修
（有
料
）
等
を
受
講

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。’
申
込
方
法

等
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
問
合
せ
先
Ii
東
京
多
摩
い
の
ち

の
電
話
事
務
局

(
C
o
4
2
3
.

28
.
4
4
4
l
)
 

唖
も
ぐ
も
ぐ
ク
ラ
ス

▽
日
程
1
1
4月
12
日
困

▽
対
象
11
7
カ
月
児

（平
成
6
年

8

月
•
9

月
生
ま
れ
）

中
は
み
は
み
ク
ラ
ス

▽
日
程
1
1
4月
26日
困

▽
対
象
11
12カ
月
児

（
平
成
6
年

3

月
•
4

月
生
ま
れ）

以
上
▽
時
間
11
①
午
前
10時
30

分
②
11時
③
11時
30分
④
正
午

▽
申
込
み

11
3
月
27日
固
ま
で
に

電
話
で
健
康
課

(
6
8
1
.
4
1
1

1
)
へ
※
申
込
多
数
は
抽
選

献
血
に
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
日
程
・
会
場

11
3
月
28日
g••• 

ダ
イ
ク
マ
南
平
店
／
29
日
叩
：
日

野
市
役
所
東
側
市
民
駐
車
場

▽
時
間
11午
前
10時
ー
午
後
3
時

30分
（
正
午
ー
午
後
1
時
を
除
く
）

▽
担
当
11社
会
福
祉
課
内
日
野
市

献
血
推
進
協
議
会
事
務
局
6
内
線

3
 
2
 
2
 

且

7
カ
月
児
と
12カ
月
児
の

菌
フ
ラ
シ
教
室

平山 6-22-1 I 91-4621 

多摩平6-36-10 I 81-2204 

豊田 4-34-4 I 81-0433 

多摩乎4-9-1 I 81-0474 

豊田 4-31 -11 I 83-I 030 

日野1077-33 I 81-0158 

多摩平6-1-1 181-2677 

日野602-2 I 85-1731 

高幡328森久保医療ピル内 93-7888 

多摩平 7-6 -3 I 84-6002 

落川696-4 

栄町 1-3-9

日野台4-26-16

南平 8-10-27 

南平 3-20-32 

百草999百草団地医療
センター内

多摩乎6-31-4 

・iI|1111IOOIIIIII肌I贔鯛』
3月後期

診療時間
午前9時～正午
午後 1時～5時

佐々 木クリニック（内・児・循環器内村）
多摩平1-3-5ダイカンプラザ1陛

多摩平派出所前 心^ nas-2s91

至
日
野
駅

野田中病院（内・胃硝科）
豊田 3-40-3 ff84-5251 

ソ

至一—i 

（
夜
）
児
・
内

・
外
科

（

午

後

）

外

科

（
午
前
）
児
・
内
・
整
形
外
科

内

科

整
形
外
科

内

科
内

科
斗工

外

内

科

外

4
月
か
ら
市
立
総
合
病
院
で
開
始
し
ま
す

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に
急患テレホンセンター
（日野消防署 合81-0119)へお問い合わせを。

訃醤事I:l口誓l贔：I□It:IごI(;＼
（
夜
）
児
・
内
・
整
形
外
科

（午
後
）整

形

外

科

（
午
前
）
児

・

外

科

整

形

外

科

内

科

外

科

至
日
野

``l 
科内• 

外 I泌 1内 I小

尿

器 児

科l科I科I科

整

形

外

科

整
形
外
科

内

科
内

科
内

科

内

科

外

科

外l外I外I外

科I科 I科I科

外

科

2

5

5

0

|

2

4

 

5

2

7

0

6

ー

0

8

5

ー

6

6

3

5

2

2

6

3

ー

1

0

―
―
―
―
―

―

―
 

ー

1

1

ー

3
ー

ー

9

8

8

9

9

9

8

 

西島医院（児・ 内科）
栄町 1-3-9云81-2525

n|llilTITll1I III I llllD胤溢
3月18日出・ 19日（日）・21日（刈
25日出・ 26日（日）

午後 7時30分-I 0時30分

内科・小児科

日野本町 I-7 -2生活・ 1呆健センター分室
ft84-1661 

午前10時 -午後 5時
（受付は午前 9時 ～午後 4時）

八王子市平岡町18-3八王子市保健センター
ff0426-25-9128 

多摩市関戸4-19-5多摩市立億康センター
ff0423-76-91 I I 

松田整形外科医院（整・外科）
百草999 281-201 ft93-8175 

台一一

程
橋



(5) 
1995年 （平成7年）3月15日・マ
第867号 い ~q、 (4) 

市役所
代表電話

雲85--1111

cq、1995年（平成7年）3月15日
第867号

電話で聞ける市政情報月曜～土曜日 9 :00-20:00 
合0120-042586（無料）

（日曜日・祝日 9 : 00~17 : 00 
年末年始を除く ．） 

赤早
＜吾サ
熟にン
すはシ
る苗ユ
実色ユ
かいは
な花落
りが菜
ま‘高
す秋木
° }こで
別は‘

▲花いっぱい、夢いっばい、つくろう緑のまち （昨年のみどりの日）

春
の
緑
化
行
事
の
メ
ー
ン
は
、

4
月
2
日
⑪
の
「
家
庭
緑
化
の
日
」

で
す
。
こ
の
日
は
、
日
野
中
央
公
園
ほ

か
6
会
場
で
出
木
の
無
料
配
布
な

ど
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

今
回
配
布
す
る
苗
木
は
、
サ
ン

シ
ュ
ユ
と
ゲ
ン
カ
イ
ッ
ツ
ジ
の
2

種
類
で
す
。
い
す
れ
か
1
木
を
先

苗
順
に
配
布
し
ま
す
。

サ
ン
シ
ュ
ユ
は
落
葉
広
栗
高
木

で
、
早
春
に
は
黄
金
色
の
小
花
が

多
数
咲
き
、
秋
に
は
赤
い
果
実
を

つ
け
、
古
く
か
ら
茶
花
と
し
て
も

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゲ
ン
カ
イ
ッ
ツ
ジ
は
落
葉
低
木

で
、
葉
の
開
く
前
に
淡
紅
紫
色
の

花
が
咲
き
、
鉢
槌
え
、
庭
木
に
む

い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
野
中
央
公
園
内
で
は
、

日
野
市
花
丹
（
か
き
）
生
産
組
合

が
草
花

・
庭
木
・
花
木
を
、
東
京

南
農
業
協
同
組
合
が
肥
籾

・
腐
葉

上
な
ど
を
即
売
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
市
政
図
書
字
に
よ
る
「
新
日

野
の
植
物
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
や
市

史
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。
当
日
は

ぜ
ひ
、
会
垢
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ

‘,
0
 

し▽
日
程
1
1
4
月
2
日
⑰
※
雨
天
実

施▽
会
場
・
内
容
11
次
の
と
お
り

（会
場
は
案
内
図
参
照
）

＾
日
野
中
央
公
園
＞

0
苗
木
の
無
料
配
布

（午
前
10時

か
ら
と
午
後
1
時
か
ら
の
2
回
配

笥
午
前
先
猛
千
人
、
午
後
先
笞

700人）
〇
風
船
の
配
布
（
幼
児
を
対
象
に

先
酋
200人
）
※
水
に
溶
け
る
無
公

害
風
船
の
た
め
、
雨
天
中
止

0
花
と
み
ど
り
の
健
康
相
談
（
菊
、

庭
木
、
草
花
に
分
け
相
談
）

生
け
垣
の
良
し
あ
し
は
、
な
ん

と
[
-
苧
っ
て
も
手
入
れ
で
町
手
入

れ
を
す
る
と
、
見
逸
え
る
よ
う
に

立
派
な
生
け
垣
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
生
け
垣
の
設
匹
に
カ

を
入
れ
、
若
用
の
一
部
を
補
助
（
別

掲
記
事
参
照
）
し
て
、
街
並
み
の
緑

化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

生
け
垣
の
良
さ
は
、
次
の
と
お

り
で
す
C

①
周
囲
の
景
観
を
良
く
し
、
人
に

潤
い
と
安
ら
き
を
与
え
て
く
れ
る

②
空
気
を
き
れ
い
に
し
、
健
康
に

役
立
つ
③
騒
音
を
和
ら
げ
る

④
水
分
を
含
ん
だ
樹
木
は
、
火
が

燃
え
広
が
る
の
を
防
ぐ

講
習
会
で
は
、
造
園
の
専
門
家

の
協
力
の
も
と
、
生
け
垣
乍
り
と

手
入
れ
に
つ
い
て
実
技
指
導
を
行

い
ま
す
。
日
こ
ろ
の
疑
問
点
や
、

生
け
垣
作
り
の
某
木
を
、
こ
の
機

会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
11
4
月
19日
困
午
後
1
時

30分
ー
4
時
※
雨
天
実
施

▽
会
場
11練
化
セ
ン
タ
ー

（
日
野

4
月
翌
日
因
は
、

「み
ど
り
の
こ
の
日
に
ち
な
み
、
緑
の
大
切
さ

中
央
公
園
南
側
）

円
」
で
す
。
全
国
各
地
で
多
彩
な
と
そ
の
保
護
を
再
確
認
し
て
い
た

▽
内
容
11生
け
垣
の
作
り
h
と
手
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
だ
く
た
め
、
苗
木
の
無
料
配
布
を

入
れ
に
つ
い
て
、
実
技
指
導
を
行
圃
日
野
市
環
塊
縁
化
協
会
で
は
行
い
ま
す
。
当
日
配
布
す
る
苗
木

多

し
ま
う
の
で
、
4
ー
5
年
に
1
回

◎

管

理

の

方

法

考

え

る

と

良

い

は

鹿

沼

士

6
、
ピ
ー
ト
モ
ス
4
<

サ

ン

シ

ュ

ユ

、

ゲ

ン

カ

イ

ツ

ッ

ジ

、

エ

リ

カ

思
い
切
っ
て
太
い
枝
を
払
い
切
り
▽
肥
料
11
植
え
付
け
時
に
肥
料
は
▽
剪
定
1
1
落
菜
性
の
ツ
ツ
ジ
は
、
ら
い
の
割
合
で
混
ぜ
た
土
で
、
鹿

配
布
州
木
の
育
て
方
且
11
1

月

ー

2

月

、

株

の

二

託

戸

鱈

い

[

[

[
[
U

旦
汀
賃
汀
汀

[:v
く
ら
い
の
ふ
る
い

わ
り
に
溝
を
掘
り
、
堆
肥
や
鶏
爽
成
肥
料
を
涅
ぜ
た
も
の
を
根
元
に
木
の
形
が
悪
く
な
る
よ
う
な
飛
び

②
戸
外
の
暖
か
く
、
日
当
た
り
の

4
月
2
日
吐
に
配
缶
す
る
サ
ン
名
ア
キ
サ
ン
コ
と
も
呼
は
れ
て
い
（
ふ
ん
）
な
ど
を
埋
め
込
む
。

8
月

ば

ら

ま

く

出

し

て

い

る

枝

を

切

り

取

る

良

い

場

所

に

隧

<

シ
ュ
ユ
、
ゲ
ン
カ
イ
ツ
ッ
ジ
と
、
ま
す
。
室
内
な
ど
で
早
く
花
を
咲
中
ー
下
旬
に
は
油
か
す
と
化
成
肥
▽
日
当
た
り
を
好
む
1

1

日

当

た

り

③

夏

は

戸

外

の

軒

下

に

漑

い

て

、

4
月
29
日
祝
に
配
布
す
る
エ
リ
カ
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
盆
料
を
等
贔
混
ぜ
た
も
の
を
3
ー
5
が
以
い
均
所
で
、
乾
燥
を
好
む
。

雨
に
当
て
な
い
よ
う
に
し
て
や
る

の
プ
ロ
フ
ィ
ル
と
百
て
方
は
次
の
栽
や
鉢
碩
え
で
は
、
2
月
＼
3
月
握
り
ほ
ど
根
―
元
に

ま

く

日

瞼

で

は

、

葉

の

色

が

淡

く

木

の

が

、
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
毎
日
水

と
お
り
で
す
。

上
旬
に
花
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
◎
実
は

果

実

酒

に

な

る

勢

い

が

弱
ま
り
、

花

数

が

減

る

や

り

を

す

る

ま
す
。

赤
い
実
を
し
ょ
う
ち
ゅ
う
に
つ
▽
水
は
け
を
良
く
ー
根

は

非

常

に

④

秋

、
花
か
終
わ
っ
た
後
、
草
た

◎

植

え

付

け

方

法

け

、

果
実
酒
に

し

て

飲

む

と

疲

労

細

か

い

の

で

、

諜

い

肥

料

に

接

し

け

の

半

分

ぐ

ら

い

を

剪

定

す

る

口
当
た
り
で
、
水
は
け
の
良
い
回
復
、
低
血
庄
、冷
え
性
に
良
い
。

た
り
、
排
水
が
忠
＜
酸
素
不
足
に

⑤
冬
は
、
軒
下
や
室
内
に
取
り
込

と
こ
ろ
を
好
む
。
普

通

の

土

性

な

な

る

と

根

ぐ

さ

れ

を

お

こ

し

、

枯

ん

で

冬

を

越

さ

せ

る

。

水

は

、
少

ら
ま
ず
ど
こ
で
も
育
つ
が
、
半
日

ゲ

ン

カ

イ

れ

て

し

ま

う

な

め

に

与

え

る

陰
地
で
は
花
つ
き
が
悪
く
な
る
。

ツ

ッ

ジ

▽
い
や
地
を
起
こ
す
11
い

ま

ま

で

※

エ

リ

カ

は

、
根
詰
ま
り
を
起
こ

槌
え
穴
に
堆
（た

ッ

ツ

ジ

を

植

え

て

あ

っ

た

場

所

に

し

や

す

い

の

で

毎

年

植

え

蓄

え

る

。

い

）

肥

や

腐

葉

土

な

ゲ

ン

カ

イ

ッ

ツ

ジ

は

、

落

葉

低

ッ

ツ

ジ

を

植

え

る

と

、

成

育

が

悪

◎

植

え

替

え

方

法

ど
を
十
分
す
き
込
ん
木
で
早
春
の
葉
の
開
く
前
に
淡
紅
く
な
る
（
い
や
地
）
。
こ
の
場
合
は
、
①
剪
定
し
た
株
を
鉢
か
ら
引
き
抜

で
、
高
め
に
植
え
付
紫
色
の
花
が
咲
き
、
鉢
植
え
、
庭

土

を

深

さ

5

0

t

.

/

2

ぃ

ほ

ど

そ

っ

く

り

き

、

底

の

部

分

を

3

分

の

1

く

ら

け

歪

乾

燥

し

な

い

木

に

む

い

て

い

ま

す

。

い

切

り

落

と

す

よ
う
、
根
元
に
ワ
ラ
◎
槌
え
付
け
方
法

②
新
し
い
土
に
な
じ
み
や
す
く
す

や
ピ
ー
ト
モ
ス
を

敷

槌

え

る

際

、

根

上

の

周

囲

を

竹

る

た

め

に

、

根

の

ま

わ

り

の

ー

を

き

、

支

柱

を

す

る

と

箸

（

は

し

）

で

つ

つ

き

、

3

分

の

軽

く

こ

す

り

少

し

土

を

落

と

す

根
つ
き
が
良
く
な
る
。
1
ほ
ど
土
を
落
と
し
て
か
ら
植
え

③
一
回
り
大
き
い
鉢
に
株
を
す
え

◎
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

る
。

て
、
ま
わ
り
に
鹿
沼
土

6
｀
ピ
ー

▽
剪
定
（せ
ん
て
い
）

土

を

木

の

高

さ

の

2

倍

ほ

ど

の

ト

モ

ス

4

く

ら

い

の

割

合

で

混

ぜ

11
1
月
1
2
月
こ
ろ
深
さ
に
良
く
耕
し
、
堆
肥
や
ピ
ー

た
土
を
入
れ
る

込
み
合
っ
た
枝
を
抜
ト
モ
ス
を
す
き
込
ん
で
お
く
C

ま

※

根

が

細

く

、
浅
根
性
の
た
め
、

く
程
度
で
良
い
。
放
わ
り
よ
り
や
や
高
め
に
、
浅

植

え

乾

燥

に

弱

い

の

で

、

水

を

切

ら

さ

っ
て
お
く
と
、
ど
ん

に
す
る
砿
え
付
け
後
は
、十

分

灌

な

い

よ

う

に

し

て

く

だ

さ

い

。

ど
ん
大

き

く

な

っ

て

（

か

ん

）

水

す

る

。

（

固

日
野
市
環
境
緑
化
協
会
）

サ
ン
シ
ュ
ユ

►
サ
ン
シ
ュ

ユ
の
花

4月2日

▲エリカの花

家
庭
緑
化
の

8

ま
ち
に
緑
と
消
流
を
I.
‘
 

エ
リ
カ
は
、
小
さ
く
か
わ
い
い

花
が
た
く
さ
ん
咲
く
た
め
、
棗
近

人
気
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
今
回

配
布
す
る
エ
リ
カ

・
グ
ラ
シ
リ
ス

は
、
夏
の
終
わ
り
か
ら
秋
に
か
け

て
咲
く
珍
し
い
エ
リ
カ
で
す
。
夏

の
混
さ
に
も
比
較
的
描
く
、
開
花

期
間
は
約
2
カ
月
で
す
。

◎
家
に
持
ち
帰
っ
た
ら

①
株
を
ポ
ッ
ト
か
ら
抜
き
、
2
.

5
1
5
号
鉢
に
移
し
替
え
る
。
土

工

リ

力

4月29日

エ
リ
カ
の
苗
木
な
ど
を
配
布

み

ど
り

の

"" 

0
草
花
、
庭
木
、
肥
料
、
腐
葉
土

な
ど
の
販
売

0
図
書
販
売

＾
東
京
南
農
業
協
同
組
合
七
生
支

店
＞
0
苗
木
の
無
料
配
布
（
午
前
10時

か
ら
先
笹
jOO
人）

＾
旭
が
丘
中
央
公
固
〉＞

0
苗
木
の
無
料
配
布
元
前
10時

か
ら
先
着
200人）

八
市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
＞

0
苗
木
の
無
料
配
布
（
午
前
10時

か
ら
先
酋
200人）

＾
平
山
地
区
セ
ン
タ
ー
＞

0
苗
木
の
無
料
配
布

（
午
前
10時

4
月
17
日
S
1
9
日

盆
栽
・
山
野
サ
早
殷

盆
栽
は
、
そ
の
小
さ
な
空
間
に
咲
か
せ
、
そ
こ
に
は
小
さ
な
苦
が

自
然
の
や
さ
し
さ
や
厳
し
さ
が
か
あ
り
ま
す
。

い
ま
見
ら
れ
、
気
品
高
く
芸
術
的
丹
栴
こ
め
て
作
ら
れ
た
盆
栽

・

な
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て
く
れ
山
野
草
の
展
示
会
を
、
ぜ
ひ
こ
唸

ま
す
。

く

だ
さ
い
。

ま
た
、
四
季
折
々
の
風
情
を
身
▽
日
時
11
4
月
17
日
⑮
ー
19日
困

近
に
感
じ
さ
せ
、
人
の
心
を
な
こ
午
前

9
時
ー
午
後
4
時

(19日
は

ま
せ
る
山
野
草
。
か
れ
ん
な
花
を
午
後
3
時
ま
で
）

▽
会
場
1
1
市
役
所
1
階
IOl会
議
室

4
月
19
日

生

け

垣

講

習

会

い
な
が
ら
解
説

▽
講
師
11
日
野
緑
進
会
会
口

▽
定
員
11
先
善
30人

▽
申
込
み
1
1
霞
話
で
公
園
緑
政
課

(6
内
練
叩
）
へ

4
月

23日
旧
を
「
地
域
緑
化

・

隣
掃
の
日
」
と
し
、市
内
全
域
を
対

象
と
し
た

一
斉
洞
掃
を
行
い
ま

す
。
こ
の
序
掃
は
、
毎
年
自
冶
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
学
校
な
ど
の
協
力

を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。公
園
、

広
場
、
適
路
な
ど
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
「
洞
潔
な
街
つ
く
り
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
互
い
に
協
力
し
あ
っ

4
月
2
3
日
地
域
緑
化

▲盆栽 ・山野草展 （昨年）

今
回
の
岡
芸
溝
習
会
は
、
羊
や

か
な
花
、
カ
ト
レ
ア
で
す
。
販
近

は
洋
ラ
ン
も
身
近
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
初
め
て
手
担
け
る
方
の
た

め
に
、

基
礎
知
識
か
ら
応
用
技
術

ま
で
を
分
か
り
や
す
く
解
説
、
指

導
し
ま
す
，
J

せ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
11
5
月
12
日
g
午
後
2
時

ー

4
時

▽
会
場
h
中
央
公
民
館

▽
内
容
＂
洋
ラ
ン
栽
培

「カ
ト
レ

ア
」
▽
定
員
11
50人

▽
芸
用
P'
材
料
費
千
珈
円

※
カ
ト
レ
ア
、
鉢
な
ど
の
盗
材
は

用
意
し
ま
す
。

▽
申
込
み
1
1
4
月
20
日
ば

（
消
印

有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

講
習
会
名
「
カ
ト
レ
ア
」、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

閲
日
野
市
環
境
緑
化
塙
会

(-T
191

消
掃

て
街
中
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
11
4
月

23日
⑪
午
前
9
時

ー
正
午

(23日
に
実
施
で
き
な
い

地
域
は
、
前
後
の
都
合
の
良
い

H
)

※
当
日
は
、
自
治
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
、
子
ど
も
会
等
の
貴
任
者
の
担

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、参

加
者
に
は
、
花
の
種

(1
世
帯
ー

袋
）
を
差
し
上
げ
ま
す
へ

市
内
7
会
場
で
苗
木
を
配
布

長
か
っ
た
冬
も
あ
と
わ
す
か
、
日
、

一日
と
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち
で
ッ
ク

シ
が
顔
を
出
し
、
眠
っ
て
い
た
植
物
や
動
物
が
起
き
出
し
て
、
春
は
砧
動
の
始
ま
る
季
節
で
す
。

呻
口
野
市
環
境
緑
化
協
会
で
は
、
4
月
を
「
春
の
緑
化
月
間
」と
定
め
、
「
ま
ち
に
緑
と
清
流
を
ー
．

く
ら
し
に
花
と
う
る
お
い
を
I
.
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
市
民
参
加
で
市
内
の
緑
化
を
行

っ
て
い
ま
す
。
緑
化
月
間
中
に
は
、
苗
木
の
無
料
配
布
、
固
芸
講
習
会
、
展
示
会
、
地
域
清
掃

な
ど
多
彩
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。
4
月
の
さ
わ
や
か
な
風
の
中
、
素
睛
ら
し
い
春
に
出
会
え
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

（
醐
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
、
公
園
緑
政
課
）

く
ら
し
に
ザ
化
と
う
る
お
し
を
I.

． 

か
ら
先
着
ZOo人）

＾
日
野
第
八
小
学
校
＞

0
苗
木
の
無
料
配
布
（
午
前
10時

か
ら
先
着
200人）

＾
万
願
寺
第
八
公
園

（
東
部
会
館

横）

＞

0
苗
木
の
無
料
配
布
（
午
前
10時

か
ら
先
箱
200人）

※
こ
の
ほ
か
、
い
ず
れ
の
会
場
で

も
、
緑
の
羽
根
芽
金
連
動
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、

n野
中
央
公
園
以

外
は
駐
申
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
車
で
の
来
坦
は
こ
遠
慮
く
だ

さ
い
。

叫
芸

高昏不動駅 至百室園駅

一二 □
一戸至多店動物公恒i

講

〈
旭
か
丘
中
央
公
園
〉

駅

山

皇
田
駅

子

至
平

J

R
中
央
線

王r、'
 

至

〈
日
野
中
央
公
園
〉

二」虚玉所

ー！書［口会場
〈
東
京
南
農
協
七
生
支
店
〉

〈
市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
〉

甲州街道 二

戸
ー
]

—●9螂9●. …女鱗飩念＇｀

み
ど
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

▲苗木の無料配布 （昨年）

〈
平
山
地
区
セ
ン
タ
ー
〉

日
野
市
神
明
ー
の
12
の
1
日
野
市

役
所
内
）
へ

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
，
ま
た
、
昨
年
受
講
さ
れ

た
方
は
こ
遠
慮
く
だ
さ
い
。

9

-
ぞ
9

'
さ

~

ー
・

~

＿
＿―
―
’

,

9

ュ
ぞ

密
っ
て
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

一

▽
日
時
11
3
月
26日
仰
午
前
10
`

時
ー
正
午
※
雨
天
実
施

｀

・
翌
鼠
歴
圏
伶
闘
で

月

自

盆

国

畷

舎

▽
会
場
贔

平
丘
陵
公
園

（集

i

合
は
同
管
理
棟
）

―

"
3
 

i
3
月
の
南
平
丘
陵
公
園
の
自

で
す
。
シ
イ
タ
ケ
菌
の
槌
え
込
▽
解
説
者
1
1
播
本
正
常
氏
、
右
0

～
然
観
察会
は
、
春
の
訪
れ
を
牛
1
7
み
作
業
に
使
う
材
木
は、
］
月
田

宜
氏
、
杉
浦
忠
機
氏
（
東
京—

一
げ
る
ス
ミ
レ
の
仲
間
の
観
察
と
の
自
然
観
察
会

・
雑
木
林
の
手
都
み
ど
り
の
推
進
委
畏
）

―

～
シ
イ
タ
ケ
菌
の
植
え
込
み
作
業
入
れ
で
発
生
し
た
も
の
で
す
。

▽
参
加
方
法
1
1
当
日
自
由
参
加

～

．

▽
問
合
せ
先
1
1
公
園
緑
政
課
C

`

1

内
線
362

、

4
`
＂

/`

[
 

f
t
[

＇ 

j

案

:
]
＂
t

焼
5

,

、菱

．、

i
．
｀

芍
．

0

►
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ

►
シ
イ
タ
ケ
菌
の
植
え
込
み

0

’
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 -0
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ム
一
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は
、
原
則
と
し
て
、

幅
4
店
以
り
最
高
6
千
円

(30認
を
限
度
）
＇

＂

ぃ

垣

金

｀
路
に
面
し
た
新
設
の
も
を
別
途
補
助
し
ま
す
。
＂

の
に
限
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
樹

＊
工
事
実
施
前
の
写
真
が
必
要
f

さ
十
＂
～

吉
向は
8
0〖
ぷぃ
以
上で
、
延長
が
こ
の
事
業
は
東
京
都
の
補
助
｛

3
討
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
金
を
受
け
て
い
る
た
め
、
工
事
1

＂

だ

R
D

・

＜

け

補

す

（

別

図

参

照

）

。

実

施

前

後

の

写

真

等

が

必

要

と

i

な
り
ま
す
。
補
助
を
希
望
す
る
一

補
助
す
る
金
額
は
、
生
け
垣
場
合
は
、
必
ず
工
事
実
施
前
に
一

～

叫

置

＊

補

助
額
の
限
度

f
 

l
討
当
た
り
棗
高
1
万
円

(30

市
役
所
3
階
公
園
緑
政
課
へ
f
J
 

:
 

~
ご
生
設
＂
い
を
阪
度

）
で
す
。

相
談
く
だ
さ
い
。

～

市
で
は
、
生
け
垣
化
の
賛
用
ま
た
、
ブ
ロ

ッ
ク
塀
な
ど
を
▽
問
合
せ
先
1
1
公
園
緑
政
課
6

i

ヽ
の
一
部
を
補
助
し
、
街
並
み
の
撤
去
す
る
場
合
は
、
1
"ぃ当
た

内

線

361

ヽ
緑
化
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

＾
補
助
対
象
と
補
助
額
計
算
例
〉

f

す
。
対
象
と
な
る
地
域
は
市
内

（
全
域
で
、
毎
年
多
く
の
方
が
利
土
地
を
所
有
ま
た
は
使
用
す
る
人
が
、
道
路
に
面
し
た
部
分

噺

ヽ
用
し
て
い
ま
す
。

の
既
存
プ
ロ
ック
塀
を
湘
去
し
て
生
け
垣
を
設
置
し
た
場
合
の
心

0

ど
う
そ
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

例
（既
存
プ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
30
メ
ー
ト
ル
、
生
け
垣
設
置
30
メ

ー
ト
ル
の
例
）c

-
＊
新
設
す
る
生
け
垣
が
対
象

一

捕
助
の
対
象
と
な
る
生
け
垣

円

O
P
l
o
P
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 〗

[
／
[
〗

[
m
工
｀

①
日
野
市
環
境
緑
化
協
会

(
6
市
役
所
内
線

2651267)

※
生
け
垣
講
習
会
は

公
園
緑
政
課
(
6
内
線
316)

は
、
エ
リ
カ
の

一
種
の
「
エ
リ
カ

・
グ
ラ
シ
リ
ス
」
で
す
。
開
花
時

期
は
夏
の
終
わ
り
か
ら
秋
に
か
け

て
で
、
函
さ
に
も
比
較
的
強
く
、
2

カ
月
く
ら
い
咲
き
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
一
み
ど
り
の
リ

サ
イ
ク
ル
」
や
日
野
市
花
古
（
か

き
）
生
産
組
合
に
よ
る
草
花
・
庭

木
の
即
売
、
東
京
南
牒
業
協
同
組

台
に
よ
る
肥
料
・用
土
・腐
葉
土
な

ど
の
即
売
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
、
気
軽
に
こ

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
4
月
29
日
閲
午
前
10時

か
ら
※
雨
天
実
施

▽
会
場
11
日
野
中
央
公
園

▽
内
容
ー
①
苗
木
（
エ
リ
カ
）
の

無
料
配
布

（午
前
10時
か
ら
と
午

後
1
時
か
ら
の
2
回
配
布
。
午
前

先
着
千
300
人
、
午
後
先
着

700
人）

②
み
ど
り
の
リ
サ
イ
ク
ル

③
風
船
の
配
布
（
幼
児
先
益
ZOo人）

※
水
に
溶
け
る
無
公
害
風
船
の
た

め
、
雨
天
中
止

④
草
花
庭
木
、
肥
料
な
ど
の
即
売

⑤
図
苫
の
販
売

花
や
苗
の
提
供
を

4
月
29
日
国
の
「み
ど
り
の
日
」

に
行
う
八
み
ど
り
の
リ
サ
イ
ク

ル
＞
の
た
め
に
、

家
庭
で
余
っ
て

い
た
り
、
不
要
に
な
っ
た
花
や
苗

の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。
持
参

が
無
理
な
場
合
は
、
取
り
に
伺
い

ま
す
の
で
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
電
話
受
付
期
間
1
1
3
月
31
日
曲

ま
で

▽
花
・
苗
の
受
取
期
間
ii
4
月
10

日
回
1
2
1
日
⑤

※
受
け
付
け
・
受
け
取
り
共
に
、

上
耀

・
日
躍
日
、
祝
日
を
除
き
ま

す。▽
提
供
・
問
合
せ
先
11
市
役
所
2

階
間
口
野
巾
環
塙
緑
化
協
会
6
市

役
所
内
線
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一

4
月
1
日
出
か
ら
緑
の
羽
根
緑
地
は
も
と
よ
り
、
学
校
、
社
i

i
芽
金
運
動
が
始
ま
り
ま
す
C

岡
会
福
祉
施
設
な
ど
、
皆
さ
ん
の
i

～
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
と
市
の
身
近
な
坦
所
の
緑
化
に
役
立
て
i

～
共
住
で
5
月
31
日
困
ま
で
行
い
ら
れ
ま
す
。

～
ま
す
3

緑
を
減
ら
す
こ
と
は
簡
単
で
i

i
こ
の
募
金
で
得
た
資
金
は
、
す
が
、
瑶
や
す
こ
と
は
た
い
ヘ
―

L

首
都
緑
化
推
進
委
員
会
を
通
し
ん
で
す
。
良
い
生
活
環
境
を
作
一

0
60％
が
市
に
返
さ
れ
て
公
園
、
る
た
め
に

「緑
」
は
な
く
て
は
i

な
ら
な
い
も
の
で
一

i
う
直
’
}
嘉
．
,ri

y
[
5

庄
み
良
い
日
野
i

」

[
h

市
を
つ
く
る
た
め
i

5

に
、
緑
の
羽
根
募
i

』
[

金
連
動
へ
‘
皆
さ
i

亭

ん
の
こ
協
力
を
お
i

i

ふ
願
い
し
ま
す
。

i

＇

（
向
日
野
市
環
境

i

員

疇

緑
化
協
会
／
公
園
i
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一

き
て
い
ま
す
。

＂ 

．
 

一

3
4

種
子
の
入
っ
て
い
る
箱
に

一

．
 
一

は
、
季
節
ご
と
に
、
園
芸
用
の

一

．．
 

．
 

．．
 

花
の
種
子
は
も
ち
ろ
ん
、
珍
し
—

鰤

．
 

0
 

い
野
菜
の
種
了
も
あ
り
ま
す
。
一

．
 

ヽ

ヽ

こ
の
種
子
を
持
ち
帰
り
、
育
て

一

”
 

—

o-

.

.

.

 

,
 ••

• 

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
種
子
が

一

で
き
ま
し
た
ら
、
協
会
へ
お
持

一

こっ
5

5

枇

．
 

ち
く
だ
さ
い
。

0

-
よ

，
 

か

先
日
提
供
し
た
山
野
草
の
種

一ヽ

＿
げ

子
は
、非
常
に
好
評
で
し
た
。
花

一

一
広
椒

の
里
親
・
里
子
運
動
の
参
加
者

一
• 

一-市
役
所
2
階
呻
日
野
市
環
塩
も
、
年
問
500人
以
ヒ
に
な
り
ま
・

ご
謬
協
会
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
運
動
に
参

・
｀
 

[
い
ろ
い
ろ
な
穂
類
の
種
子
が
置
加し
て
、
街
を
花
で
い
っ
ぱ
い
—

応

ご
て
あ
り
ま
す
。

に
し
ま
し
ょ
う
。

―“
 

i
こ
れ
は
種
子
を
提
供
し
て
く
▽
現
在
あ
る
種
子
1
1
わ
た
、
オ
—

．
 

[
れ
る
人
を
里
親
、
種
子
を
育
て
イ
ラ
ン
ソ
ウ
、
大
判
草
、
マ
リ
。ぶ

[
る
人
を
里
子
と
呼
ぶ
、
花
の
里
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
お
し
ろ
い
花
、
一

ご
知

・里
子
運
動
の
種
子
箱
で
す
。
春
菊
な
ど

一

て
連
動
の
輪
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
▽
問
合
せ
先
1
1
閲
日
野
市
環
境
0

て
の
協
力
に
よ
り
年
々
広
が
っ
て
緑
化
協
会
6
市
役
所
内
線

265

-．
 

ヽ

と

9
.
,

身
.

,

と
-
0

』
9

▲

•

O

.
h-
0

、

▲

▲
-

0

G

o

.
—
▲

'

0

.
ー
▲

．
9

▲

ヽ
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争

い
ろ
い
ろ
な
季
節
の
作
品
を
、
秋
の

「
日
野
の
四
季
」
写
真
展
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い

閲
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
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1995年（平成7年）3月15日

第867号 t9 (6) 
市役所
代表電話 拿85-1111

婦人週間記念映画会
鰐芯鬱寛言苧f-｀四疇瓢
i ，／疇｀翠允象咳嘘？要塾〗
-4月15Hに市民会館で一

4
月
1
0
H
同
ー
1
6
B
凹
は
婦
人
週
間

こ
と
し
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

男
女
で
創
る
新
時
代
可
能
性
は
無
限
大

日

野

市

企

業

公

社

で

は

、

乗

鞍

原

の

ハ

イ

キ

ン

グ

を

楽

し

ん

で

み

タ

ー

着

が

で

き

ま

せ

ん

の

で

こ

注

意

く

だ

高
原
一
ノ
瀬
園
地
問
辺
の
雪
解

け

ま

せ

ん

か

。

▽

対

象

11
市

内

在

住

の

成

人

さ

い

。

が
始
ま
り
、
「
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
」

ぜ
ひ
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
定
員
1138
人

＠

製

造

業

、

鉱

業

、

建

設

業

、

運

（写
真
）
が
咲
き
始
め
る
4
月
に
▽
日
程
1
1
4月
26日
困

1
2
8日
②

▽
費
用

1
1
2方
7
千

円

輸

交

通

業

、

貨

物

取

扱

業

及

ぴ

津

市
民
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま

(
2泊
3
日

）

▽

申

込

み

1
1
3月
22
日
困（
必

着

）

掃

．
と
畜
業
の
う
ち
、
規
模
10人

す
。

▽
集
合
1126日
因
午
前
8
時
に
生
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往

信

用

未

満

の

事
業
場
の
週
法
定
労
働
時

宿
泊
施
設
は
、
日
野
山
荘
と
大
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
前
（
時
間
厳
裏
面
に
参
加
者
全
員

(
4人
ま

で

）

間

に

つ

い

て

は

、

週

44時
問
に
短

成
荘
。
皆
さ
ん
、
さ
わ
や
か
な
高
守
）
※
解
散
は
28日
曲
午
後
5
時

の

庄

所

、

氏

名

（

フ

リ

ガ

ナ

）

、

電

縮

さ

れ

ま

す

こ

ろ

同

所

で

話

番

号

、

性

別

を

、

返

信

用

表

面

＠

商

業

、

接

客

娯

楽

業

の

う

ち

、

員
彎

＂．

▽
コ
ー
ス
1
1
2
6
日
困
•
•
生
活
・
保
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
記
入
規

模
5

人
未
満
の事
業
場
の
週
法

健
セ
ン
タ
ー
前
出
発
ー
乗
鞍
高
原
し
、
日
野
市
企
業
公
社
(
〒
191日

4
月
1
日
山
か
ら
規
模
10人
未
定
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
週
46

一
ノ
瀬
園
地
ー
乗
藝
景
日
野
山
野
市
日
野
本
町
2
の
4
の
7
日
野
満
の
製
造
業
等

一
部
の
事
業
場
に
時
間
に
短
縮
さ
れ
ま
す

；
會
5

荘
茫
（
安
忠
野
の
四
季
に
つ
い
て
市
立
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
つ
い
て
、

1
週
間
の
法
定
労
働
時
以
上
、
詳
し
く
は
八
王
子
労
働

讐
ヽ
翼
"
^
~
”
．
ぷ
ぷ
ぺ
講
話
と
ス
ラ
イ
ド
）／2
7日
困
…
内
）
へ
間
が
変
更
さ
れ
ま
す

。

各
事
業
場
基
準
監
督
署
(6
0
4
2
6

.
4
2

5

日
野
山
荘
出
発
ー
上
高
地
・
大
正
▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
企
業
公
社
で
定
め
る
1
週
間
の
所
定
労
働
時
．

5
2
9
6
)
へ
問
い
合
わ
せ
く
‘

”

池
•
河童
矯
（
ま
た
は
国
民
休
暇(6
8
7
.
243
7
)

間
は
、
次
の
時
間
を
超
え
る
こ
と
だ
さ
い

。

▼
 

ー
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
＇

村
ー
牛
留
池
ー
一
ノ
瀬
園
地
）

安
曇
野

リ

ン

コ

畑

ー

大

王

ワ

サ

ヒ

ロ

ニ

市

民

交

流

会

:[Iim内在
住
・
在
勁
・
在

農
場
i
大
成
荘
泊
／
28日
⑤
…
大

ヽ

'ゞ
[鸞，霊又．

学
の
男
女

危

企

画

実

行

委

員

募

集

▽
募
集
人
数
11
10人

・

成
荘
出
発
ー
美
し
森
＼
山
梨
県
立

美
術
館
見
学
1
生
活

・
保
健
セ
ン

?
｀

―
―-
9

-＿
｀

:

9
-

―
り

一r
-
-
9

-―-
9

-—-
9

―
―
-
9
-

—-
9
-

ー-
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▽
申
込
み1
1
4

月
5

日
困
ま
で
に

ま

せ

ん

。

一

女

性

セ

ン

タ

ー

で

は

、

市

民

交

実

行

し

て

み

ま

せ

ん

か

。
主
な
仕
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、

ら

そ

び

の

子

供

と

遊
ぶ
こ
と
が
好
き
な
＂
流
会
企
画
実
行
委
羹
を
募
集
し
ま
事
は
、
テ

ー
マ
・

催
し
物
の
決
定
、
電
話
薔
『
と
応
募
の
動
機
を
記
入

一
い
冒
`
`
缶

l
b馴□
〗
芦
叫
〗
〗
〗
〗
[
[
口
お
[
[
口

[
8
4

●2
7
3
〗
二
[
]

-
―
緒
に
遊
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
遊
び
や
ベ
ー
ゴ
マ
、
め
ん
こ
な
土
で
ぜ
ひ
応
募
く
だ
さ
い
。
-
で
す
。

▽
活
動
期
間
1
1
4月
1
1
2月
（
月

-
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
ど
の
昔
遊
び
で
す
。
こ
の
ほ
か
興
味
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
問
-
日
ご
ろ
「
こ
ん
な
こ
と
を
皆
で

-
土
曜
日
に
生
活
課
主
催
の
事
業
て
新
し
い
遊
び
を
行
う
こ
と
も
▽
問
合
せ
平
生
活
課
云

8
1一
口
〗
闘
尺
鱈
叶
―
―

-
6匹
-
―
-
g
-
-
g
-
-
-

闊

-
対
象
は
、
主
に
第

2
•

第
4

に
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
相
談
し
い
合
わ
せ
を

。

た
の
思
い
を
持
ち
寄
っ
て
、
女
性

-
で
遊
び
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
可
能
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
都
合
．

4
1
1
2
)

セ
ン
タ
ー
と
共
に
催
し
を
企
画
・
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
り
少
な
く
、

資
源
を
循
環
し
て
利

-
た
だ
け
る
方
。遊
び
の
内
容
は
、
の
付
く
日
の
み
の
参
加
で
構
い

,
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（
中
村
雅
人
会
長
）
は
、
市
長
か
ら
用
す
る
社
会
（
循
環
型
社
会
）の
形

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第
47回
き
と
暮
ら
せ
る
時
代
を
築
く
た
め
※
午
後
の
部
の
み
3
歳
以
上
の
保
諮
問
の
あ
っ
た
事
項
「
当
面
の
課
成
を
目
括
す
。
そ
の
た
め
に
行
政

婦
人
週
間

(
4月
10日
⑪
1
1
6日
に
、
男
女
が
共
に
創
（
つ
く
）
っ
て
育
あ
り
。
題
で
あ
る
最
終
処
分
場
に
搬
入
す
と
市
民
、
事
業
者
（
生
産
、
流
通
、
販

⑭
)
を
記
念
し
て
映
画
会
を
開
催
い
く
こ
と
で
可
能
性
は
無
限
大
に
▽
申
込
み
11
4
月
5
日
困
（
消
印
る
こ
み
の
減
量
を
中
心
と
し
た
廃
売
）
、
再
資
源
業
者
な
ど
あ
ら
ゆ
る

し
ま
す
。

広
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

(1
人

棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用
の
促
進
関
係
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

上
映
す
る
作
品
は

『ジ
ョ
イ
・
映
画
会
の
申
し
込
み
等
は
次
の

1
枚
）
で
。
往
信
用
裏
面
に
「
映
固
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
自
覚
し
、
こ
み
を
減
鑽
し
、
豊
か

ラ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
』。

異
文
化
社
と
お
り
で
す
。
ぜ
ひ
ご
観
賞
く
だ
会
希
望
」
、
午
前
の
部
ま
た
は
午
答
申
を
行
い
ま
し
た
。審
議
会
は
、

な
環
境
を
守
る
と
い
う
大
き
な
共

会
で
生
き
る
母
と
娘
の
心
の
葛
藤

さ

い

。

後

の

部

、

住

所

、

氏

名

、

電

話

番

号

‘

全

体

会

、

分

料

会

、

起

草

委

貴
会
と
通
目
標
に
向
か
っ
て
、
情
報
を
交

（か
っ
と
う
）
を
織
り
込
ん
だ
作
▽
日
時

1
1
4月
15日
出
①
午
前
の
保
育
希
望
者
は
子
供
の
名
前
と
年
延
べ

18回
に
及
ぶ
審
議
を
行
い
、

品

で

す

。

部

・

・

・

午

前

10時
か
ら
②
午
後
の
部
齢
を
、
返
信
用
表
面
に
庄
所
、
氏
名
こ
の
度
の
答
申
に
至
り
ま
し
た
。

婦
人
週
間
は
、
日
本
の
女
性
が
…
午
後
1
時
30分
か
ら
を
記
入
し
、
女
性
セ
ン
タ
ー
（
＿F191

答
申
は
、
①
は
じ
め
に
②
日

初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
4
月

▽

会
場
11
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

日
野
市
日
野
本
町
1
の
6
の
3
)

野
市
の
廃
棄
物
の
現
状
と
課
題

10日
を
記
念
し
、
昭
和
図
年
以
来
▽
上
映
作
品

11
『ジ
ョ
イ
・
ラ
ッ
ヘ
雷
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

③
基
本
的
な
考
え
方

④
短
期
的

,
 

•• 
,
'
[

g

、
•
量

定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
各
ク

・
ク
ラ
ブ
』
※
上
映
時
間
国
分
▽
問
合
せ
竺
女
性
セ
ン
タ
ー
な
課
題
と
し
て
の
施
策
の
盟

人
が
性
に
と
ら
わ
れ
ず
、
生
き
生

▽
定

□各部
200人
（

百

・

2
7
3
3
)

⑤
資
料
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、

巡
口
‘
冷
、
言
言
・
＾

本
文
で
約2
万
宇
に
及
び
ま
す

。

"
•
こ¢

て

大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
星
廃

竺

[

[
《曇

冒
日
汀
｀
二
冒毯讐
．秘多

境
に
与
え
る
負
荷
を
で
き
る
限►
答
申
書
を
提
出
す
る
中
村
会
長

4月から変更

週法定

労働時間

し
て
い
る
緊
急
な
課
題
を
「
最
終

処
分
場
の
延
命
」
と
と
ら
え
、

最

終
処
分
場
へ
の
搬
入
量
を
抑
制
す

換
し
合
い
協
力
し
合
う
こ
と
で
リ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
展
開
、
推
進
す
べ
き
か
、
中
・
長

と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
、
各
章
期
的
に
は
収
集
方
法
、
処
理
費
用

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
な
ど
の
課
題
が
あ
る
、
と
い
う
こ

ま
ず
、
こ
み
問
題
の
所
在
が
、
と
に
―
――-＝
及
し
て
い
ま
す
。

こ
み
の
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
こ
み
を
減
量
す
る
た
め
に
、
発

と
、
焼
却
や
埋
め
立
て
に
適
さ
な
生
か
ら
処
分
に
至
る
ま
で
の
各
過

い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
の
こ
み
が
増
程
に
お
い
て
「
発
生
の
抑
制
」
、
「
戚

え
て
い
る
こ
と
（
質
の
変
化
）
、
最

量

・
減
容
の
推
進
」
、

「資
源
化
の

終
処
分
場
埋
め
立
て
残
余
容
量
が
推
進
」
を
ど
の
よ
う
な
施
策
を
も

ひ
っ
迫
し
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
っ
て
進
め
る
か
、
だ
れ
が
推
進
の

に
あ
る
と
分
析
し
て
い
ま
す
。
そ
担
い
手
に
な
る
の
か
、
い
ず
れ
の

し
て
、
そ
の
た
め
に
ご
み
減
量
、
項
に
お
い
て
も
、
市
民
、
事
業
者
、

リ
サ
イ
ク
ル
が
課
題
と
な
っ
て
い
行
政
の
責
務
を
明
確
に
し
、
具
体

る
こ
と
を
招
摘
し
て
い
ま
す
。
ま
的
に
伺
を
す
べ
き
か
と
い
う
提
言

た
、
短
期
的
に
解
決
を
し
な
け
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ば
な
ら
な
い
緊
急
な
課
題
と
、
中
今
後
、
本
欄
で
は
答
申
の
要
旨

期
的
、
長
期
的
な
展
望
を
も
っ
て
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

い

課

題

を

整

理

し

て

取

り

組

む

こ

リ

サ

イ

ク

ル

課

）

と
と
し
、
短
期
的
に
は
現
在
直
面 :
 

交通災害共済の見舞金額表

700,000円

全治IIカ月以上、かつ
入院日数90日以上の傷害

全治10カ月以上、かつ
入院日数60日以上の傷害

全治 8カ月以上、かつ
実治療日数63日以上の傷害

全治 6カ月以上、かつ
実治療日数49日以上の傷害

全治4カ月以上、かつ
実治療日数35日以上の傷害

全治2カ月以上、かつ
実治療日数21日以上の傷害

全治 1週問以上、かつ
実治療日数 3日以上の傷害

全治 1週問未満の傷害

280,000円

200,000円

160,000円

120,000円

80,000円

50,000円

30,0.00円

10,000円

送a
及ツす-

7

土
交
通
災
害
共
済

加
入
手
続
き
は

3
1
H
ま
で
に

東
京
都
市
町
村
民
交
通
災
害
▽
会
費
11
大
人

Soo円
、
小
人
400

共
済
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
不

円
※
年
額

幸
に
し
て
交
通
事
故
（
人
身
）
に
▽
申
込
み

1
1
3月
31日
⑤
ま
で

遭
わ
れ
た
と
き
見
舞
金
を
受
け
に
申
込
書
に
会
費
を
添
え
、
市

ら
れ
る
よ
う
に
東
京
都
の
全
市
役
所
3
階
管
理
課
、
同

1
階
市

町
村
が
共
同
で
行
う
共
済
制
度
民
課
、
七
生
・
多
摩
平
両
支
所
へ

で
す
。
ぜ
ひ
加
入
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
の
必
要
が
な
い
方

▽
共
済
期
間
1
1
4月
1
日
山
ー
も
い
ま
す
。

平
成
8
年
3
月
31日

□

詳
し
く
は
管
理
課
（ff
内
線
336)

▽
見
舞
金
額
11別
表
の
と
お
り
へ
固
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東京フィル

スプリングコンサート

3月26日（日）午後3時

鐸指定3,000円（学割2,500円）

指揮・大友直人、ピアノ・迫昭嘉

く曲目〉

グリーグ：ピアノ協奏曲

チャイコフスキー：交響曲第5番
ほか

3月16日（木）
第1部（昼の部）午後2時

いちのだにふだばぐんき

ー谷罵軍記 熊谷陣屋の段ほか

第2部（夜の部）午後6時
めいと

冥途の飛脚 封ED切の段ほか

人間国宝・竹本住大夫（文楽大夫）

同•吉田文雀（文楽人形）出演

全席指定各 3,000円（学割 2,000円）
通し券 5,000円

人

形

導

縮

緯

文

壕

＠沢＠鐸 ＇曳草公：：：げ贔で

レ営ユーファンタジ一
4月23日（日）午後2時／午後6時
S席4,500円（学割4,000円）
A席4,000円（学割3,500円）
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年末年始を除く ） 
戦
後
50年
の
節
目
の
年
に
当
た
に
つ
れ
物
資
は
欠
乏
し
、
市
民
生

る
今
年
、
ふ
る
さ
と
博
物
館
で
は
、
活
は
多
く
の
制
約
を
受
け
る
よ
う

7
、

8
月
に
巾
民
の
皆
さ
ん
か
ら
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
展
示
で
は
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
資
料
を
も
と
死
と
直
面
し
な
が
ら
送
ら
れ
た
厳

に
戦
後
50年
記
念
の
特
別
展
を
開
し
く
た
く
ま
し
い
生
活
の
様
子
を

催
し
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
展
物
語
る
資
料
を
、
日
野
へ
の
空
襲

示
室
内
の
「
企
画
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
の
実
態
と
合
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す

2
回
の
テ
ー
マ
別
展
示
を
行
い
ま

す
。

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
1
1
5
月
16日
因
ー
6
月

25

日
⑭
（
月
曜
日
と

5
月
31日
困
を

▽
日
程
1
1
4
月

1
日
山

1
5月
14
除
く
）

日
佃

（
月
曜
日
と

4
月
30日
⑪
を
▽
内
容
11
戦
時
中
は

一
枚
の
召
集

除
く
）

令
状
が
来
る
と
、
そ
の
人
は
兵
士

▽
内
容
11
日
野
に
も
空
嬰
が
あ
っ
と
し
て
旅
立
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

た
こ
と
を
こ
存
じ
で
す
か
。
戦
時
で
し
た
。
日
野
か
ら
も
多
く
の
人

中
、
た
び
直
な
る
空
襲
に
よ
り
、
数
が
戦
地
に
赴
い
て
い
ま
す
。
兵
七

多
く
の
人
が
家
を
焼
か
れ
命
を
失
と
な
っ
た
人
は
蔀
外
で
、
国
内
で

い
ま
し
た
。
ま
た
戦
争
が
深
ま
る
様
々
な
経
験
を
重
ね
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
戦
地
で
命
を
落
と
し
た

人
や
終
戦
後
も
す
ぐ
に
は
日
本
に

帰
れ
な
い
人
も
い
ま
し
た
。
こ
の

展
示
で
は
、
出
征
兵
士
の
戦
争
体

験
を
資
料
を
通
じ
て
紹
介
し
ま
す

戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
ず
次
世

代
に
語
り
伝
え
て
行
く
た
め
に
、

平
成

7
年
度
日
野
市
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。
こ
の
奨
学
金
は
、

返
済
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
申
請
資
格
11
次
の
す
べ
て
の
要

件
を
満
た
す
生
徒

①
保
護
者
が
昨
年

10月
1
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
市
内
に
居
住
し
て

こ

と

ぶ

き

大

学

（

前

期

）

日

程

表

い

る

②
印
高
等
学
校
（
定
時
制

-＝＝＝＝＝＝＝=-=＝＝＝=＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝l=＝-＝-=＝＝＝-＝＝=-=＝＝＝＝=＝=＝=＝＝＝＝=＝＝=＝―-＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-=＝＝＝＝=＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝=＝＝＝＝＝-=＝=＝＝-＝＝＝＝=-

皆
さ
ん
の
戦
争
体
験
を
物
語
る
資

料
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。
資
料
は

戦
中
・
戦
後
の
生
活
道
具
や
、
文

書
、
出
版
物
な
ど
、
戦
争
の
思
い

出
に
通
じ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
種

類
を
問
い
ま
せ
ん
。
特
に
日
野
へ

の
空
襲
に
関
連
し
た
資
料
や
体
験

談
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
手
で

戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
ふ
る
さ
と
博
物
館

(
6
8
3
.
5
1
0
0
)
 

ふ
る
さ
と
博
物
館
歴
史
講
座

「
川
辺
堀
之
内
の
城
館
を
探
る
」

ふ
る
さ
と
博
物
館
で
は
、
市
内

川
辺
堀
之
内
の
城
館
を
実
地
踏
査

す
る
歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
昨
年
実
施
し
た

「
日
野

の
中
世
城
館
を
探
る
」
講
座
に
お

い
て
、
踏
査
で
き
な
か
っ
た
所
を

対
象
は
高
校
・
高
専
生
な
ど

4
年
次
ま
で
）
仰
高
等
専
門
学
校

(
5年
次
ま
で
）
い
璽
認
校
、
ろ

う
学
校
ま
た
は
蕊
護
学
校
の
高
等

部

□専
修
学
校
高
等
課
程
の
在
学

生
で
学
習
意
欲
が
あ
り
、
か
つ
生

活
態
度
が
健
全
で
あ
る

③
保
護

者
の
平
成

6
年
の
所
得
が
生
活
保

護
星
準
の

100分
の

120以
下
で
あ
る

④
奨
学
金
を
ほ
か
か
ら
支
給
さ
れ

て
い
な
い

▽
支
給
予
定
人
数
1
1
約

Ioo人

▽
支
給
月
額
1
1
6
千
円

▽
申
請
方
法
11
所
定
の
申
請
書

（
保
証
人
が

1
人
必
要
。
本
日
か

ら
日
野
市
教
育
委
員
会
庶
務
課
で

訪
れ
る
も
の
。

昨
年
の
講
座
に
参
加
さ
れ
な
か

っ
た
方
も
参
加
で
き
ま
す
。
日
野

の
中
世
に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
日
程
1
1
3
月

26日
⑪

第

32
回
市
民
体
育
大
会
の
う

ち、

競
技
の
終
了
し
た
種
目
の
結

果
を
発
表
し
ま
す

（
優
勝
者

・
団

▽
集
合
時
間
・
場
所
11
午
後

1
時

に
ふ
る
さ
と
博
物
館
前

▽
講
師
11
西
股
総
生
氏
（
三
閤
市

遺
跡
調
査
会
主
任
調
査
貴
）

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
▽
定
員
11
先
着
30人

▽
申
込
み
11
電
話
で
ふ
る
さ
と
博

物
館

(C
8
3
.
5
1
0
0
)

へ

『

Ei.,H白
云
＂
已
宗
墾
巨

a'『

iit-

饂墨阻瞑粗匹—^-=--·---
ことぶき映画会
ーチャップリンの黄金狂時代ー

やさしい相続と

遺言の話

ここまで撮れる
コンパクトカメラ入門

ガンに負けない
「長生きの秘訣」

桜美林大学講師・牧師

山岡文彦氏

弁護士

青木荘太郎氏

野外教室
一防災避難訓練

（地震・煙体験、応急救護訓練）

元早稲田大学講師
日本演劇学会副会長

林京平氏

日本旅行写真家協会
幹事写真家

渡辺晃ー氏

国立がんセンター
名誉院長

市川平三郎氏

七生

公会堂

七生

公会堂

市民会館

小ホール

立川都民
防災教育
センター

市民会館

小ホール

市民会館

小ホール

七生

公会堂

60歳以上の
方を対象に

平
成

7
年
度
の
こ
と
ぶ
き
大
学

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、
「み
ん
な

で
健
康
、
楽
し
く
歩
こ
う
」
で
す
。

ぜ
ひ
、
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
内
容
11
別
表
の
と
お
り

※
講
義
の
前
に
「

L
E
T
S
T

R
Y
/
」
と
題
し
、
受
講
生
の
発

表
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
前
期

は
次
の
内
容
が
発
表
さ
れ
ま
す。

4
月

14日
⑯

：
「新
聞
っ
て
な
ん

だ
？
•
|
新
聞
を
正
し
く
理
解
す
る

た
め
に
」
（
長
谷川
捷
正
氏
•
読売

新
聞
社
記
者
）

／

5
月
12日
曲
…

さ
お
ひ
め

5
月
コ
ン
サ
ー
ト
（
ひ

の
竜
謡
・
唱
歌
を
歌
う
会

『さ
お

ひ
め
』
）
／

6
月

9
日
函
・・・マン

ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
油
奏
会

（日
野

学
園
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
）

▽
時
間
11
午
後

2
時

1
4時

（野

外
教
室
を
除
く
）
※
開
場
は
午
後

1
時
30分
で
す

▽
対
象
11
市
内
在
住
、
在
勤
の
60

歳
以
上
の
方

▽
定
員
11
200
人

▽
申
込
み
11
3
月
31日
⑫（
必
若
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
記
入
し

日
野
市
教
育
委
貴
会
社
会
教
育
課

こ
と
ぶ
き
大
学
係
(
〒
191日
野
市

神
明

1
の
12
の
1
)

へ

※
申
し
込
ま
れ
た
方
は
、

講
座
当

日
に
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

‘,0 
'＞̀ ▽
問
合
せ
先
11
社
会
教
育
課

6
内

線

533

立ば竹

9汀喜喜公民館映画会
盛゜定傑公

作
開け誓闘『親バカ子バカ』
た‘映

品 作天画
を 品オ会

と
お の少は
楽 2女
し 本ひ松
、『東京キ

奨
学
生
を
経
集
し
ま
す

ツ ドn 
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
作
品
11
3
月

24日
⑤
①

午
前

10時
80分
1
正
午
…

『親
バ

カ
子
バ
カ
』
（
監
督

・
酒
井
欣
也、

出
涸
•

藤
山
寛
美

、

伴
淳
三
郎
ほ

か
）
②
午
後

2
時
ー

3
時
30分
…

『東
京
キ
ッ
ド
』
（
監
督

・
斎
藤
寅

次
郎
、
出
油
・

美
空
ひ
ば
り
、
榎

本
健

一
ほ
か
）

▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
対
象
11
市
内
在
庄
・
在
勤

・
在

学
者
▽
定
員
11
各
回

60人

▽
共
催
11
日
野
市
社
会
福
祉
協
議

会
老
人
部
会

▽
問
合
せ
先
11
中
央
公
民
館

(6

8
1
.
7
5
8
0
)
 

配
布
）
に
住
民
票
（
申
請
者
、
保

証
人
）
、
保
護
者
の
平
成

6
年
の
所

得
を
証
明
す
る
書
類
を
珠
え
て
、

市
役
所

5
階
教
育
委
員
会
庶
務
課

へ
持
参

▽
申
請
受
付
日
時
1
1
4
月
3
日
向

1
2
8日
⑤

（
土
曜

・
日
曜
日
を
除

く
）
の
午
前

8
時
30分
ー
午
後

5

時
新
年
度
学
級
編
制
の
た
め

転
校
予
定
者
は

連
絡
く
だ
さ
い

ま
も
な
く
子
供
た
ち
の
進
学

・

入
学
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

日
野
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成

7
年
度
の
市
立
小
、
中
学
校
学

体
の
み
。
敬
称
略
）
。

【
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
】

9
月
4
日、

27チ
ー
ム
・

208人

が
参
加
。

▽
混
合
の
部
1
1
J
I
C

▽
女
子
の
部
11
ア
ッ
プ
ル

y
o
n

y
o
n
 

【
口
—
ド
レ
ー
ス
】

12月
18日、

294人
が
参
加
。

▽
小
学
男
子
1
1
植
田
雄
太

▽
小
学
女
子
11
大
久
保
絵
里

▽
中
学
男
子
1
1
内
野
和
治

▽
中
学
女
子
1
1
高
島
康
子

級
網
制
の
た
め
、
こ
と
し
4
月
末

日
ま
で
に
転
校
ま
た
は
国
立
・
私

立
小
、
中
学
校
へ
進
学
予
定
し
て

い
る
児
童
•
生
徒
の調
査
を
し
て

い
ま
す
。

該
当
す
る
児
童
•

生
徒
の
保
護

者
の
方
は
、
学
務
課
ま
で
こ
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
学
務
課

6
内
線

513

▽
高
校
男
子
11
入
江
秀
明

▽
高
校
女
子
11
水
越
彩
香

▽
壮
年

40歳
代
11
樽
井
信
行

▽
壮
年

50歳
代
11
伴
勝
彦

▽
一

般
男
子
11
亀
山
幸
太
郎

▽

一
般
女
子
・
男
子
70歳
以
上
11

森
尾
玲
子

◎
訂
正
と
お
わ
び

本
紙

3
月
1
日
号

7
面
に
掲
載

し
た
、
市
民
体
育
大
会
結
果
報
告

の
陸
上
競
技
砲
丸
投
げ
優
勝
者

（
敬
称
略
）
に
、

誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま

す
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
中

2
女
子
11
小
山
志
保（体
育
課
）
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1995年（平成7年） 3月15日

第867号 ~(I\ (8) 

市役所
代表電話

震85-1111

＊
「
都
民
劇
場
」
春
の
会
員
募
集

▽
都
民
劇
場
は
、
優
秀
な
演
劇
・

音
楽
が
安
い
会
費
で
鑑
賞
で
き
る

会
員
制
の
団
体
▽
費
用
11
入
会
金

千
円
※
3
月
中
は
500円
に
割
り
引

き
▽
問
合
せ
先
11
閲
都
民
劇
場

(
C
0
3
.
3
2
8
9
.
4
6
2
1
)
 

＊
多
摩
更
生
園
地
域
交
流
グ
ル
ー

プ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▽
多
摩
更
生
園
の
施
設
入
所
者
と

凡
こあMよI

食
臨
時
歯
科
衛
生
士
（
登
録
者
）

▽
資
格
11
日
本
閑
科
衛
生
士
会
で

の
研
修
を
受
け
、
歯
科
保
健
掴
導

に
興
味
の
あ
る

35歳
1
5
0歳
の
健

康
な
女
性
の
方
▽
登
録
人
数
11若

干
人
▽
勒
務
日
11
健
康
課
で
摺
定

す
る
変
則
勤
務
可
能
な
方

▽
賃
金

11
時
給
千
740円
※
交
通
費
全
額
支

給
▽
応
募
方
法
11歯
科
衛
生
士
免

許
証
（
写
し
）
及
び
履
歴
書
（
写

真
添
付
）
を
3
月
22
日
ま
で
に
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
課
ヘ

持
参
▽
問
合
せ
先
11
健
康
課

(
C

8
1
.
4
l
l
1
)
 

＊
つ
く
し
ん
ぼ
保
育
園
栄
蓑
土

▽
資
格
11栄
養
士
免
貯
を
持
っ
て

い
る
25歳
く
ら
い
ま
で
の
健
康
な

方
※

4
月
1
日
か
ら
勤
務
▽
募
集

人
数
1
1
1人
※
詳
細
は
面
談
で
▽

問
合
せ
先
11
同
園

(
6
9
1
.
6
1

5
3
)
 

＊
障
害
児
（
者
）
通
所
施
設
「
虹

の
家
」
職
員

▽
資
格

・
内
容
11
男
性
…
自
動
車

の
免
評
を
持
っ
て
い
る
30
歳
く
ら

い
ま
で
の
方
（
週

5
日
勤
務
。
社

会
保
険
完
備
）

／
女
性
…
30歳
く

ら
い
ま
で
の
方
（
週

3
日
パ
ー
ト

勤
務
）
※
い
ず
れ
も
詳
細
は
面
談

で
▽
問
合
せ
先
11虹
の
家

(
6
8
7

.
2
9
3
7
午
後
6
時
ま
で
） ぼしゅう

在
宅
障
害
者
の
集
ま
り
。
国
立
さ

く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
車
い
す

の
介
助
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
▽
日
時
1
1
4
月
1
日
午
前
10時

30分
1
午
後
4
時
▽
問
合
せ
先
II

同
園
（
池
田
C
9
1
.
6
8
8
5
)

＊
生
花
コ
サ
ー
ジ
ュ
講
習
会

▽
日
時
1
1
3月
16日
午
後
1
時
ー

4

時
▽
会
場
1
1
勤
労
•
青
年
会
館

▽
費
用
11
千
円
（
花
代
）

▽
持
ち
物

11
は
さ
み
※

16日
正
午
ま
で
に
申

し
込
み
を
▽
問
合
せ
先
11サ
ー
ク

ル
四
季
（
板
井
6
8
4
.
0
0
5
3
)

＊
盆
栽
講
習
会

＞
日
時
1
1
3月
18日
午
後
7
時
i

9
時
▽
会
場
11
中
央
公
民
館
▽
内

容
11盆
栽
の
手
入
れ
※
教
材
は
各

自
持
参
を
▽
講
師
11
小
松
正
夫
氏

▽
費
用
11500
円
▽
問
合
せ
先
11
山

ロ
(
6
8
1
.
6
1
7
4
)

＊
日
野
・
子
ど
も
と
本
の
出
会
い

の
会
▽
日
程
・
内
容
・
講
師
1
1
3月
18

日
・
・
最
近
話
題
の
児
童
書
の
中
か

ら

（波
木
井
や
よ
い
氏
）

／
4
月

1
日
…
日
野
の
子
ど
も
た
ち
の
読

書
に
長
ら
く
か
か
わ
り
続
け
て

（
小
川
雪
了
氏
）
※
講
師
は
い
ず

れ
も
日
本
了
ど
も
の
本
研
究
会
会

貝
▽
時
間
11
午
後
2
時
1
4
時
30

分
▽
会
場
11
高
幡
図
書
館
▽
問
合

せ
先
11鈴
木

(
6
0
4
2
3
.
8
9

.
6
8
0
9夜
間
）

＊
多
摩
テ
ッ
ク
「
大
観
覧
車
オ
ー

プ
ン
記
念
ご
招
待
テ
ー
」

▽
3
月
18日
・

19日
に
広
報

「ひ

の」

(
3月
15日
号
）
を
持
参
の
方

は、

5
人
ま
で
入
園
と
大
観
覧
車

乗
申

(
l人
1
回
）
が
無
料
▽
問

合
せ
先
11
日
野
市
観
光
協
会
（
《

市
役
所
内
線
204)

＊
「
語
り
つ
ぐ
ふ
る
さ
と
を
さ
が

し
て
」
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

▽
日
時
1
1
3月
19日
正
午
ー
午
後

4
時
▽
会
場
11多
摩
平
団
地
西
集

会
所
▽
内
容
11
「
多
摩
の
唄
（
う

た
）
起
こ
し
」
ビ
デ
オ
上
映
と
交

流
会
▽
費
用
11
千
円
（
食
費
込
み
）

※
実
行
委
異
も
募
集
中
▽
問
合
せ

▽
締
め
切
り
は

1
日
号
が
前
月
15
日
（
必
着
）
、

15
日
号
が
前
月
末
日
（
同
）
で
す
。
な
お
締
め

先
11
伊
藤
多
喜
雄
日
野
公
油
実
行

委
員
会
（
小
山
C
8
4
.
4
3
2
7
)

＊
ふ
れ
あ
い
寄
席
弥
生
例
会

▽
日
時
1
1
3月
19日
午
後
2
時
か

ら
▽
会
場1
1
勤
労
•
青
年
会
館
▽

費
用
11千
円
▽
問
合
せ
先
11
日
野

古
典
芸
能
を
楽
し
む
会
（
片
山

6

8
4
.
9
9
1
6
)
 

＊
講
演
会
「
子
供
が
健
や
か
に
育

っ
た
め
に
」

▽
日
時
1
1
3月
24
日
午
後
7
時
i

8
時
30分
▽
会
場
11
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
内
容
11
幼
年
期
か
ら

低
学
年
の
子
供
の
現
状
・
家
庭
・

地
域
の
変
化
を
と
ら
え
る
▽
講
師

11大
和
久
勝
氏
（
東
京
都
職
興
組

合
練
馬
支
部
長
）

▽
費
用
11500円

※
保
育
あ
り
▽
問
合
せ
先
11
日
野

市
保
育
問
題
協
議
会

（堤
崎
6
8
2

.
2
8
3
3夜
間
）

＊
あ
い
あ
む
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

参
加
者
募
集

▽
日
時
1
1
3月
26日
午
前
10時
i

午
後
2
時

（雨
天
中
止
）

▽
会
場

11
日
野
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
▽
費

用
11参
加
費
300円
、
賛
同
支
援
金

売
り
上
げ
の
2
割
※

20日
ま
で
に

申
し
込
み
を
▽
問
合
せ
先
11あ
い

あ
む

(
6
8
6
.
8
3
8
3
)

＊
連
続
講
座
「
ニ
・
ニ
六
事
件
⑥
」

▽
日
時
1
1
3月
26
日
午
後
1
時
30

分
1
4時
▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
講
師
11
小
松
良
郎
氏
▽
費
用
11

会
員
外
300円
▽
問
合
せ
先
11
日
野

の
歴
史
と
地
理
を
学
ぶ
会
（
松
尾

6
9
1
.
2
5
6
6
)
 

＊
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト

3
D額
製

作
講
習
会

▽
日
時
1
1
3月
27日
午
前
10時
30

分
ー
午
後
2
時
30分
▽
会
場
11旭

＊
日
野
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
講
演
会
／
．
幼
児
か
ら
高
校
生
ま

で
の
『
本
当
の
英
語
の
ま
な
び
方
』

▽
日
時
1
1
3月
21日
午
後
1
時
30

分
1
3時
30分
▽
定
鼠
1130人
▽

費
用

It千
SOo円
▼
春
休
み
鉄
ぼ
う

•
と
び
箱
教
室
▽
日
時
ー
3

月
2
8

日
1
3
1日
午
後
1
時
30分
1
3時

▽
対
象
11新
小
1
ー
小
4
3
0人
▽

費
用
1
1
1万
円
▼
奥
多
摩
冒
険
ス

ク
ー
ル
▽
日
程
1
1
3月
25
日
1
2
9

日

(4
泊

5
日）

▽
内
容
11
カ
ヌ

ー
、
ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
ク
ほ
か

▽
対
象
11
小
4
ー
大
人
15人
▽
費

用
11小
学
生
4
万
円
、
大
人
4
万

＊
都
立
八
王
子
東
高
校
コ
ー
ラ
ス

部
第
10
回
定
期
演
奏
会

▽
日
時
1
1
3月
21日
午
後
6
時
か

ら
▽
会
場
11
八
土
子
い
ち
ょ
う
ホ

ー
ル
▽
内
容
11夏
の
思
い
出
ほ
か

▽
問
合
せ
先
11近
藤

(
6
0
4
2

6
.
3
6
.
6
6
7
0
)
 

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
ペ
ン
ギ
ン
ク
ラ

ブ」

1
周
年
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
日
時
1
1
3月
21日
午
後
3
時
ー

遜
もよおし

が
丘
南
地
区
セ
ン
タ
ー
▽
費
用
11

千
500
円
（
材
料
費
）
▽
持
ち
物

II

は
さ
み
、
お
し
ほ
り
、
ピ
ン
セ
ッ

卜
▽
問
合
せ
先
11豊
田
ク
ラ
フ
ト

（
浅
野
6
8
3
.
2
1
9
0
)

＊
大
正
琴
弾
き
歌
い
•
初
心
者
の

た
め
の
入
門
講
座

▽
日
時
1
1
3月
27日
か
ら
月
3
同

午
後

1
時
1
3時
▽
会
場
11平
山

地
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
▽
費
用
11
月

3
千

200
円
▽
闊
合
せ
先

11
後
藤

(
6
9
1
.
3
6
5
4
)
 

切
り
日
が
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
そ

の
前
日
に
な
り
ま
す
。

8
時
30分
▽
会
場
11東
部
会
館
▽

費
用
11千
500円
（
前
売
り
千
JoO
円）

▽
問
合
せ
先
11
甲
田

(
6
9
3
.
3

6
0
4
)
 

＊
都
立
八
王
子
束
高
校
吹
奏
楽
部

第
10回
定
期
演
奏
会

▽
日
時
1
1
3月
24日
午
後
6
時
か

ら
▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

5
千
円
▼
春
休
み
小
学
生
わ
ん
ば

▽
内
容
11
は
げ
山
の

一
夜
ほ
か
▽

く
教
室
▽
日
程
1
1
3月
26日
1
3
0
問
合
せ
先
11
同
校
吹
奏
楽
部

(
6

日
▽
内
容
11
体
操
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、

0
4
2
6
.
4
4
.
6
9
9
6
)

水
泳
、
キ
ャ
ン
プ
ほ
か
▽
対
象

II

小
ー
ー
小
4
▽
費
用
1
1
2万
4
千
＊
多
摩
川
石
遊
会
第
5
回
石
展

円
▼
春
休
み
短
期
一
輪
車
教
室
▽

▽

日
時
1
1
3月
25日
・

26日
午
前

日
時
1
1
3月
19日
・

26
日
・

27日

10時
ー
午
後
4
時
▽
会
場
11
羽
田

•
2
9
日
・

3
1日
、
4

月
1

日
・

2

ヒ
ュ
ー
ム
管
昧2
階
食
堂
▽
内
容

日
午
前
9
時
30分
1
正
午
▽
費
用

11
地
元
多
摩
川
石
の
展
示
▽
問
合

1
1
1万
円
▼
ド
ル
乎
泳
法
に
よ
る
せ
先
11矢
島

(
6
8
3
.
4
8
6
9
)

初
心
者
水
泳
教
室
▽
日
時
1
1
4
月

．

11
日
1
5月
11
旦
田
週
火
曜
・
木
＊
T
A
M
A女
性
の
活
動
博
覧
会

曜
日

(
5月
2
日
を
除
く
）
午
前

▽
男
女
共
生
社
会
の
実
現
を
目
掴

10時
ー
正
午
▽
会
場
11
コ
ニ
カ
健
し
、
多
摩
地
域
で
活
動
す
る
個
人

＊
初
心
者
の
た
め
の
ナ
ャ
ラ
ス
タ
保
プ
ラ
ザ
プ
ー
ル
▽
費
用
1
1
2万
や
団
体
が
会
し
、
情
報
交
換
と
交

・

ヨ

ガ

講

習

会

円

※

説

明

会

と

学

習

会

を

4
月
6

流
を
図
る
▽
日
時
1
1
3月
26
日
午

▽
日
時
1
1
4月
1
日
・

8
日
・

15

日
午
前
10時
1
1
1時
30分
に
日
野
前
11時
ー
午
後
8
時
▽
会
場
11
国

日
午
前
9
時
30分
1
1
1
時
30分
▽

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
実
施
▼
け
分
寺
市
本
多
公
民
館
▽
内
容
11
ト

会
場
1
1勤
労
•
青
年
会
館
▽
費
用
ん
玉
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
▽
日
時
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

1
1
5千
円

(
3
回
分
）

▽
問
合
せ

11
3
月
21
日
正
午
ー
午
後
4
時
▽

ッ

プ
ほ
か
▽
問
合
せ
先
11多
摩
女

先
11
伊
藤

(
6
8
4
.
6
8
2
2
)

内
容
11け
ん
王
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
式
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
（
土
屋

ゲ
ー
ム
、
リ
ー
グ
戦
▽
費
用
11小、

6
7
4
.
2
2
0
9
)

＊
心
臓
ぺ
—
ス
メ
ー
カ
ー
装
着
者
中
学
生

5
0
0
円
、
高
校
生
以
上8
0
0
円

の

集

い

▼

95年
度
英
会
話
ク
ラ
ス
▼

95年

▽
日
時
1
1
4月
2
日
午
後
1
時
ー
度
成
人
ク
ラ
ス
▼
絵
て
が
み
教
室

3
時
▽
会
場
1
1
J
R
八
王
子
駅
ビ
※
詳
細
は
閥
い
合
わ
せ
を

ル
8
階
会
議
室
▽
費
用
11
500円
▽

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会

問
合
せ
先
11
高
橘

(
C
0
4
2
6
場
11
同
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先

II

•
2
6
.
1
1
5
7

午
後
7

時
以
降
）
同
セ
ン
タ
ー(6
8
2
.
3
1
3
6
)

＊
木
内
正
夫
・
小
泉
博

2
人
展

▽
日
時
1
1
3月
28
日
1
4
月
2
日

午
前
10時
1
午
後
6
時
※

2
日
は

午
後
5
時
ま
で
▽
会
場
11
と
よ
だ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先

II

木
内

(
6
8
1
.
8
4
5
2
)

＊
草
木
を
訪
ね
る
会
・
高
尾
山

▽
日
程
1
1
3月
30日
（
小
雨
実
施
）

▽
集
合
11
午
前
10時
に
高
尾
山
か

す
み
台
▽
定
員
1115人
▽
費
用
11

200円
▽
持
ち
物
11
昼
食
、
水
筒
、

雨
具
▽
甲
込
み
先
11佐
藤

(
C
8
3

.
0
2
7
9
)
 

＊
都
立
富
士
森
高
校
吹
奏
楽
部
第

5
回
定
期
演
奏
会

▽
日
時
1
1
3
月
31日
午
後
6
時
か

ら
▽
会
場
11
立
川
多
摩
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
▽
内
容
11
オ
セ

ロ
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
フ
ォ
ー
エ

風
景
画

＊

初

心

の

方

の

俳

句

会

＊

気

功

と

軽

体

操

の

会

＊

春

耕

日

野

俳

句

会

▽
毎
月
第
1
金
曜
日
午
前
10時
i

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
30分
ー

▽
毎
週
第
4
日
曜
日
午
後
1
時
か

バ
ー
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
メ
ド
レ
ー
ほ

か
▽
問
合
せ
先
11
石
川

(
f
f
o
4

2
6
.
5
2
.
1
0
2
2
)
 

＊
旭
が
丘
女
声
合
唱
団
第

3
回
演

奏
会
▽
日
時
1
1
4
月
1
日
午
後
6
時
か

ら
▽
会
場
11府
中
の
森
芸
術
劇
場

ウ
イ
ー
ン
ホ
ー
ル
▽
内
容
11女
声

合
唱
と
等
の
た
め
の
「
秋
来
ぬ
と
」

梁
暉
秘
抄
よ
り
、
女
声
合
唱
組
曲

「
花
が
あ
っ
て
動
物
が
い
て
」
ほ

か
▽
費
用
11
千
円
▽
問
合
せ
先

II

小
林

(
6
8
7
.
5
9
2
5夜
間
）

圏
[
~

＊
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
サ

ー
ク
ル

▽
毎
月
第
2
•

第
4

金
暉
日
午
後

1
時
30分
1
4時
30分
に
勤
労
・

青
年
会
館
な
ど
で
▽
内
容
11花
好

き
な
人
た
ち
が
集
ま
り
楽
し
く
交

流
▽
費
用
1
1
1回
3
千
円
（
花
代
）

▽
持
ち
物
11は
さ
み
、
タ
オ
ル
、

花
包
み
▽
問
合
せ
先
11
吉
田

(
6

8
1
.
2
4
0
7
)
 

＊
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

「さ
く

ら
会
」
▽
毎
週
日
曜
日
午
後

3
時
ー
5
時

に
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽

対
象
11経
験
者
※
男
性
プ
ロ
講
師

に
よ
る
指
導
▽
問
合
せ
先
11
小
堀

(
6
8
1
.
6
7
9
4
)
 

＊
男
声
合
唱
団
「
日
野
メ
ン
ネ
ル

コ
ー
ル
」

▽
月
2
回
土
曜
日
に
日
野
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽
費
用
ー
入

会
金
千
円
、
月
2
千
円
▽
問
合
せ

先
11
河
合

(
6
9
3
.
6
7
9
5
)

＊
レ
デ
ィ
ー
ス
将
棋

▽
毎
週
水
曜
日
午
後

1
時
30分
ー

5
時
に
中
央
公
民
館
な
ど
で
▽
対

象
11
将
棋
の
指
せ
る
女
性
※
有
級

者
歓
迎
▽
費
用
11
年
千
円
▽
問
合

せ
先
11榎
本
（
6
8
1
.
4
5
1
9
)

午
後
0
時
30分
に
高
幡
図
書
館
な

ど
で
▽
費
用
11
月
600円
▽
問
合
せ

先
11
永
田

(
6
8
4
.
9
2
8
1夜

間）＊
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
エ
ポ

ッ
ク
」
▽
毎
週
水
曜
日
午
後

7
時
ー

8
時

30分
に
五
小
体
育
館
な
ど
で
▽
対

象
11
中
級
者
▽
費
用
11入
会
金
千

円

月

4
千
円
※
講
師
プ
ロ

c級

▽
問
合
せ
先
11馬
場

(
C
8
4
.
6

0
8
2
)
 

＊
親
子
リ
ズ
ム
体
操

▽
月
3
回
木
曜
日
午
前
10時
30分

1
1
1
時
30分
に
多
摩
総
合
体
育
館

な
ど
で
▽
対
象
11未
就
園
児
と
親

▽
費
用
11入
会
金

2
千
円
、
月

2

千
800円
▽
問
合
せ
先

I
I
R
.
E
E

ク
ラ
ブ
（
坂
下
6
9
1
.
9
2
2
4
)

＊
高
齢
者
社
交
ダ
ン
ス
「
ス
テ
ッ

」

プー
▽
毎
月
第
1
•

第
2
•

第
3

月
曜

日
午
後
1
時
＼
3
時
に
多
摩
中
央

信
用
金
庫
日
野
支
店
、
第
4
火
曜

日
午
前
10時
1
正
午
に
中
央
褐
祉

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽
費
用
11
年
2

千
円
と
月
3
千
500円
▽
問
合
せ
先

11
岩
田

(C
8
3
.
9
7
5
3
)

＊
幼
児
サ
ー
ク
ル
「
ピ
ヨ
ピ
ヨ
ク

ラ
ブ
」
▽
毎
週
金
曜
日
午
前
に
東
部
会
館

な
ど
で
▽
対
象
1
1
1歳
半
1
4歳

児
と
親
▽
悶
合
せ
先
11
小
山

(
6

9
3
.
3
7
3
6
)
 

＊
童
謡
の
会
「
こ
ま
く
さ
」

▽
毎
週
水
曜
日
午
前

9
時
30分
ー

10時
30分
に
陽
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
▽
会
費
11
月
千
円
▽
問
合

せ
先
11松
本

(
6
9
4
.
6
9
9
7
)

＊
手
あ
み
サ
—
ク
ル
「ひ
つ
じ
」

▽
毎
月
第
1
•

第
3

金
曜
日
午
前

9
時
30分
1
正
午
に
中
央
公
民
館

な
ど
で

(
3月
は
変
わ
り
ヨ
ー
ク

の
プ
ル
オ
ー
バ
ー
製
作
）
▽
問
合

せ
先
11阿
部

(
6
8
1
.
5
0
1
1
)

3
時
30分
に
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
▽
対
象
11
中
高
年
▽
費

用
11入
会
金
千
500円
、
月
3
千
円

▽
問
合
せ
先
11
南
雲

(6
9
1
.
7

2
6
3
)
 

＊
カ
ン
タ
ー
タ
「
人
類
の
あ
た
ら

し
い
規
則
」
を
歌
う
合
唱
団

▽
5
月
26日
ま
で
毎
週
金
暉
日
午

後
6
時
30分
1
9時
に
国
立
商
協

ビ
ル
な
ど
で
※
月
1
回
日
曜
練
習

あ
り
。
7
月
30日、
8
月
6
日
に
外

山
雄
三
掴
揮
、
東
京
シ
テ
ィ
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
と
涵
奏

▽
費
用
11
一
般
1
万
5
千
円
、
学

生
1
万
円
▽
申
込
み
先
11
三
多
摩

青
年
合
唱
団

(
6
7
3
.
0
4
3
7
)

＊
還
暦
軟
式
野
球
同
好
会
「
日
野

オ
ー
ク
ス
」

▽
3
月
i
1
1
月
の
毎
週
日
曜
日
に

練
習
※
親
苦
試
合
、
公
式
戦
あ
り

▽
対
象
1157歳
以
上
の
方
▽
費
用

ー
年

6
千
円
▽
問
合
せ
先
11
大
上

(
6.8
3
.
8
4
4
2
)
 

＊
劇
団
「
ひ
の
」

▽
7
月
公
演
の
「銀
河
鉄
道
の
夜
」

（
宮
障
賢
治
・
作
）
に
向
け
て
団

員
を
募
集
▽
対
象

1116歳
以
上
の

方
※
経
験
不
問
▽
問
合
せ
先
11
同

劇
団

(
6
8
4
.
3
4
3
6
)

＊
気
功
ビ
ク
ス

▽
毎
週
①
火
曜
日
に
揚
沢
福
祉
セ

ン
タ
ー
②
水
曜
日
に
豊
田
地
区
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
※

2
コ
ー
ス
制
。

い
ず
れ
も
時
間
は
午
後

1
時
30分

1
3時
▽
対
象

11中
高
年
▽
費
用

ー
入
会
金
千
500円
、
月
3
千
円
▽

問
合
せ
先
11
西
川

(
6
8
1
.
4
9

4
0
)
 

＊
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
マ
ッ
サ
ー
ジ

▽
毎
週
金
曜
日
午
前
10時
30分
ー

正
午
に
勁
労
•
青
年
会
館
な
ど
で

▽
対
象
11
60歳
く
ら
い
ま
で
の
女

性
▽
費
用
11入
会
金
千
SoO円
、
月

2
千
500
円
▽
持
ち
物
11上
履
き、

バ
ス
タ
オ
ル
▽
問
合
せ
先
11河
内

(
6
8
5
.
1
2
8
6
)
 

ら
高
幡
不
動
会
議
室
で
※
掴
導
あ

り
。
初
心
者
歓
迎
▽
費
用
11
月
千

円
▽
問
合
せ
先
11茜
ヶ
久
保

(
6

8
1
.
6
0
4
2
)
 

＊
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
同
好
会

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
6
時
30分
i

9
時
に
百
草
台
小
体
育
館
な
ど
で

▽
費
用
11
月
500円
▽
持
ち
物
11
運

動
可
能
な
服
装
▽
問
合
せ
先
11長
―

山

(
6
9
3
.
6
9
3
2
)
ゑ
スポ—ツ

＊
中
学
校
体
育
施
設
開
放
4
月
分

利
用
抽
選
会

▽
日
時
1
1
3
月
20日
①
体
育
館
・
・
・

午
後

2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
・
・

3

時
③
校
庭
…

4
時
④
ナ
イ
タ
ー

（
一
中
、
二
中
、
七
生
中
、
三
中
、
四

中）

．．． 

6
時
▽
会
場
11
市
役
所

5

階
505会
議
室
▽
資
格

11各
登
録
団

体
の
構
成
員
で
団
体
証
を
持
参
し

た
高
校
生
以
上
の
方
▽
問
合
せ
先

11体
育
課

6
内
線

542

＊
日
野
市
硬
式
テ
ニ
ス
春
季
ダ
ブ

ル
ス
大
会

▽
日
程
1
1
4月
8
日
・

15日
（
予

罰
日
22日
）
▽
会
場
11多
摩
平
第

一
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
種
目
11

男
子
ダ
ブ
ル
ス
▽
対
象

11市
内
在

住
・
在
勤
者
▽
定
員
11
先
着

8
ペ

ア
▽
費
用
11
1
ペ
ア
4
千
円
▽
申

込
み
1
1
3月
20日
ま
で
に
現
金
書

留
で
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

主
な
戦
歴
を
記
入
し
、
中
島
裕
幸

(〒
191日
野
市
旭
が
丘

2
の
32の

9
6
8
4
.
3
6
2
0
)

へ

＊
第
25
回
日
野
市
卓
球
選
手
権
大

会
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

▽
日
時
1
1
4月
16日
午
前
9
時
か

ら
▽
会
場
11
南
平
体
育
館
※
所
属

氏
名
入
り
の
ゼ
ッ
ケ
ン
着
用
の
こ

と
▽
種
目
11問
い
合
わ
せ
を
▽
対

象
11市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

と
連
盟
会
員
▽
費
用
1
1
1種
目

GOo

円
（会
員
外
圃
円
）
▽
申
込
み
1
1
4

月
3
日
ま
で
に
現
金
を
添
え
て
、

三
沢
佳
紀

(-F191日
野
市
落
川

184

6
9
1
.
6
5
2
4夜
閻
）
へ

--- .----・- ----------~ 


